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Title:
Research Report on the wooden statues of Acala (Fudo Myoo) with Two Attendants at 
Josho-an Temple in Aisyo-cho, Echi-gun, Shiga prefecture

Summary:
Josho-an Temple located in Aisyo-cho, Echi-gun in Shiga prefecture was founded in 17th century 
by a nun whose Buddhist name was Josho-in. She was a wife of Kimata Moriyasu who served 
Hikone domain (present day Shiga prefecture) as a top-ranking samurai official (karo). Two sets 
of Kamakura-period Buddhist statues designated in Important Cultural Properties have been 
handed down from generation to generation in this temple. This report is on the research of the 
Acala with Two Attendants, one of the sets.

は
じ
め
に

滋
賀
県
東
部
、
湖
東
と
呼
ば
れ
る
地
域
の
中
で
、
天
台
宗

の
三
つ
の
古
刹
を
「
湖
東
三
山
」
と
呼
び
習
わ
し
て
い
る
。

そ
の
う
ち
の
一
つ
金
剛
輪
寺
（
滋
賀
県
愛
知
郡
愛
荘
町
）
は
、

開
基
を
行
基
、
慈
覚
大
師
円
仁
の
中
興
と
伝
え
、
中
世
に
は

多
く
の
子
院
が
建
つ
有
力
な
天
台
寺
院
で
あ
っ
た
。
そ
の
一

角
に
寺
跡
を
伝
え
る
常
照
庵
は
、
彦
根
藩
主
井
伊
家
の
家
老

木
俣
守
安
の
妻
女
で
法
名
常
照
院
に
よ
っ
て
承
応
二
年

（
一
六
五
三
）
以
前
に
建
立
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
［
註
１
］。
こ
の

常
照
庵
は
、
現
在
、
わ
ず
か
な
寺
地
と
小
堂
を
残
す
の
み
だ

が
、
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
一
軀
と
こ
こ
に
紹
介
す
る
木
造

不
動
明
王
二
童
子
像
三
軀
が
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、

も
と
は
庫
裏
で
あ
っ
た
と
伝
わ
る
場
所
に
建
つ
文
化
財
収
蔵

庫
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。

私
事
に
亘
っ
て
恐
縮
な
が
ら
、
こ
の
常
照
庵
の
す
べ
て
の

重
要
文
化
財
指
定
の
像
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年

（
二
〇
一
一
）
に
、M

IH
O

 M
U

SEU
M

、
滋
賀
県
立
近
代

美
術
館
、
大
津
市
歴
史
博
物
館
で
合
同
開
催
さ
れ
た
「
神
仏

い
ま
す
近
江
」
展
に
ご
出
品
い
た
だ
い
た
［
註
２
］。
当
時
、
私

は
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
で
「
第
二
部　

祈
り
の
国
、
近
江

の
仏
像
―
古
代
か
ら
中
世
へ
―
」
の
パ
ー
ト
を
担
当
、
こ
の

二
件
四
軀
の
尊
像
を
展
示
・
公
開
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
事

前
に
、
写
真
撮
影
を
中
心
と
し
て
、
輸
送
や
展
示
に
関
わ
る

保
全
確
保
の
た
め
も
あ
っ
て
、
作
品
調
査
も
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
し
か
し
、
正
直
に
言
う
と
、
調
査
の
主
た
る
眼
目
は
、

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
と
金
剛
輪
寺
の
本
堂
須
弥
壇
に
安
置

さ
れ
る
、
近
江
講
師
経
円
の
手
に
な
る
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐

像
と
の
比
較
検
討
に
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
頭
体
幹
部
を

巨
木
一
材
製
と
し
て
、
前
後
と
左
体
側
を
割
矧
ぐ
技
法
が
共

通
す
る
も
の
で
あ
り
、
極
め
て
特
異
な
仕
様
に
な
る
二
像
が

近
接
し
た
場
所
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

一
方
、
こ
の
三
尊
像
に
つ
い
て
は
、
ま
こ
と
に
量
感
の
あ

る
中
尊
像
の
洗
練
さ
れ
た
作
風
に
魅
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、

特
に
股
間
に
み
ら
れ
る
截
金
と
彩
色
文
様
の
鮮
や
か
さ
に
注

目
が
集
ま
っ
た
。
そ
の
彩
色
も
、
少
し
浮
き
や
剥
離
が
み
ら

れ
る
も
の
の
、
致
命
的
な
も
の
で
は
な
い
と
判
断
し
、
展
覧

会
で
展
示
・
公
開
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、『
秦
荘
の

歴
史
』
に
、
簡
単
な
資
料
紹
介
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
［
註
３
］。

し
か
し
、
館
の
展
示
ケ
ー
ス
内
に
安
置
し
、
日
常
業
務
と

し
て
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
な
ど
し
て
い
る
と
、
不
動
明
王

像
の
鮮
や
か
な
彩
色
に
つ
い
て
、
違
和
感
を
覚
え
て
き
た
。

有
り
体
に
言
っ
て
し
ま
う
と
、
こ
の
股
間
の
彩
色
の
み
が
際

立
っ
て
残
り
が
良
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
展
覧
会
期
間

中
は
、
忙
し
さ
に
紛
れ
て
そ
の
違
和
感
に
向
き
合
う
こ
と
が

出
来
な
か
っ
た
が
、
今
回
、
お
寺
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
再
調

査
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
回
は
、
複
数
の
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
詳
細
な
目
視
調
査
と
と
も
に
、
写
真
撮
影
、
ま
た
赤
外
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線
撮
影
も
実
施
し
、
あ
る
程
度
の
報
告
が
で
き
る
こ
と
と

な
っ
た
［
註
４
］。
以
下
は
、
そ
の
調
査
結
果
の
報
告
で
あ
る
。

し
か
し
、
拙
稿
の
内
容
は
、
淡
々
と
調
査
内
容
を
記
述
し

て
ゆ
く
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
極
め
て
退
屈
な
記
述
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
報
告
の
掲
載
を
許
可
し
て
頂
い
た
、

近
江
学
研
究
所
に
は
感
謝
し
か
な
い
。
重
ね
て
機
会
が
あ
れ

ば
、
こ
の
調
査
の
成
果
に
基
づ
い
て
、
こ
の
三
尊
像
に
つ
い

て
の
考
察
が
で
き
れ
ば
、
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。

尊
像
の
調
査
報
告

以
下
、
木
造
不
動
明
王
二
童
子
像
の
概
要
に
つ
い
て
説
明

す
る
。
不
動
明
王
立
像
は
像
高
一
〇
八
・
五
セ
ン
チ
、
制
吒

迦
童
子
半
跏
像
は
像
高
二
十
九
・
九
セ
ン
チ
、
矜
羯
羅
童
子

立
像
は
像
高
五
十
四
・
二
セ
ン
チ
［
註
５
］。
い
ず
れ
も
木
造
、
彩

色
、
玉
眼
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
各

像
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し
て
ゆ
く
。

（
一
）
木
造
不
動
明
王
立
像
（
写
真
1
〜
8
）

【
形
状
】

巻
髪
と
し
て
、
左
肩
に
弁
髪
を
垂
ら
す
。
額
に
皺
を
刻
む
。

眉
を
彫
出
し
、
両
目
を
見
開
い
て
玉
眼
を
嵌
入
す
る
。
目
は
、

瞳
を
墨
と
し
て
周
囲
を
青
・
金
・
墨
で
括
り
、
白
目
を
表
し

て
周
縁
を
赤
で
縁
取
る
。
鼻
孔
を
表
し
、
閉
口
し
て
上
下
牙

出
し
、
上
歯
列
四
本
で
下
唇
を
噛
む
。
首
の
正
面
全
体
に
三

道
を
刻
出
し
、
胸
の
括
れ
と
そ
の
下
に
腹
の
括
れ
各
一
条
を

彫
出
し
、
臍
を
凹
め
る
。
条
帛
を
か
け
、
先
端
は
正
面
で
下

層
よ
り
垂
下
し
、
背
面
で
は
肩
下
で
上
層
よ
り
垂
下
す
る
。

腰
布
を
め
ぐ
ら
し
て
正
面
で
結
び
、
結
び
の
先
端
が
股
間
の

左
右
に
垂
下
す
る
。
裳
は
腰
で
折
り
返
し
、
左
側
の
布
を
外

に
し
て
、
正
面
右
脚
の
内
側
辺
り
で
打
ち
合
わ
せ
る
。
銅
製

鍍
金
の
、
胸
飾
・
臂
釧
・
腕
釧
・
足
釧
を
つ
け
る
。
右
腕
は

垂
下
し
な
が
ら
屈
臂
し
て
、
右
腰
前
で
三
鈷
剣
を
握
り
、
左

腕
は
垂
下
し
な
が
ら
左
前
に
突
き
出
し
、
掌
を
上
に
し
て
羂

索
を
握
る
。
両
脚
は
、
脛
の
半
ば
以
下
を
露
出
し
、
左
足
を

外
に
向
け
、
足
裏
の
角
枘
で
岩
座
に
立
つ
。

台
座
は
、
框
の
上
に
岩
座
と
し
、
框
に
火
炎
光
背
を
さ
す
。

【
彩
色
】

前
記
し
た
よ
う
に
、
正
面
股
間
の
彩
色
は
、
大
正
の
修
理

時
に
復
元
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
全
体
を
見
渡
し
て

の
違
和
感
が
あ
り
、
か
つ
大
正
十
三
年
の
修
理
調
書
の
見
積

内
訳
に
、
多
種
の
顔
料
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
復
元
彩

色
に
用
い
た
と
み
ら
れ
る
［
註
６
］。
従
っ
て
、
裳
の
彩
色
に
つ

い
て
は
そ
れ
も
参
考
と
し
て
、
表
面
の
観
察
や
赤
外
線
撮
影

の
画
像
に
よ
っ
て
記
述
し
て
ゆ
く
。

白
地
彩
色
。
頭
髪
は
黒
で
、
肉
身
部
は
青
黒
色
。
条
帛
の

表
は
、
周
縁
部
を
截
金
二
本
の
界
線
で
区
分
す
る
。
内
区
は

朱
地
（
一
部
に
橙
色
の
彩
色
も
見
え
る
が
）
と
思
わ
れ
、
地

文
様
と
し
て
截
金
で
田
相
繋
様
の
正
方
形
の
列
を
作
る
よ
う

で
、
円
で
括
っ
た
団
花
文
を
置
く
〈
赤
外
線
撮
影
１
－
１
〉。

腰
布
は
、
縁
を
二
本
の
截
金
二
組
で
括
り
、
周
縁
と
内
区

を
分
け
る
。
周
縁
部
は
、
青
か
緑
系
の
地
色
と
す
る
。
衣
文

の
峰
に
截
金
線
を
置
く
〈
赤
外
線
撮
影
１
－
2
〉。
内
区
は

分
割
し
て
外
側
に
は
繧
繝
彩
色
に
よ
る
猪
目
様
の
花
文
か
雲

気
文
を
連
ね
、
内
側
に
は
同
様
の
三
弁
花
を
描
く
。

裳
は
、
縁
を
彩
色
と
截
金
で
縁
取
り
し
、
周
縁
部
と
内
区

を
截
金
で
区
画
す
る
。
周
縁
部
は
、
さ
ら
に
截
金
で
二
区
に

分
け
る
。
そ
の
外
縁
は
色
帯
で
縁
ど
る
。
外
帯
は
内
帯
よ
り

幅
広
で
、
先
が
割
れ
た
七
弁
花
〈
赤
外
線
写
真
で
は
、
判
然

と
し
な
い
が
六
弁
花
様
の
も
の
が
見
え
る
か
、
赤
外
線
撮
影

１
－
3
・
１
－
4
〉
を
中
心
と
し
て
左
右
に
蔓
を
絡
め
て
繋

ぐ
。
内
側
帯
は
、
斜
線
二
本
を
交
叉
さ
せ
て
四
区
画
し
た
四

弁
花
で
、
内
側
か
ら
緑
系
二
段
、
そ
の
外
に
や
や
大
振
り
の

朱
と
橙
色
の
繧
繝
彩
色
と
し
て
金
で
括
る
。
そ
の
両
外
に
、

緑
系
と
み
ら
れ
る
三
山
の
雲
形
の
よ
う
な
形
を
お
き
、
そ
の

先
は
三
方
向
に
三
弁
の
冠
形
を
お
い
て
周
囲
す
べ
て
を
橙
色

の
線
で
括
り
、
そ
の
外
側
に
は
朱
系
・
橙
色
系
の
繧
繝
で
緩

い
カ
ー
ブ
の
三
弁
を
配
す
る
。
こ
の
単
位
の
花
形
の
間
隔
の

真
ん
中
に
六
弁
花
の
半
折
を
上
下
に
配
し
、
そ
の
間
を
繋
ぐ

〈
判
然
と
は
し
な
い
が
、
四
弁
花
の
連
な
り
の
様
な
色
料
の

重
な
り
な
ど
が
認
識
で
き
る
、
赤
外
線
撮
影
１
－
3
・
１
－

4
〉。内

区
の
表
を
復
元
彩
色
に
よ
っ
て
み
て
ゆ
く
と
（
写
真
7

【
裳
の
彩
色
】）、
地
文
は
截
金
で
正
方
形
を
斜
め
に
連
ね
た

斜
格
子
で
、
交
点
に
は
二
重
の
正
方
形
を
描
き
、
内
部
は
八

角
形
の
中
に
四
つ
目
を
表
す
。
そ
の
一
部
に
截
金
で
縁
取
り

し
た
空
間
を
作
り
、
中
心
か
ら
白
黄
系
の
四
弁
、
内
か
ら
濃

朱
・
淡
朱
・
淡
橙
色
・
白
の
繧
繝
で
先
端
を
三
つ
に
す
る
八

弁
を
表
す
。
そ
の
外
に
、
同
様
の
繧
繝
に
よ
る
蕊
二
段
と
し
、

外
側
を
濃
緑
と
す
る
六
葉
と
そ
の
間
に
緑
の
三
弁
を
置
い
て

全
て
を
白
で
括
る
。
そ
の
外
側
に
は
、
中
心
を
黄
白
か
ら
白

を
お
き
周
囲
を
朱
で
括
っ
た
内
側
が
巻
き
込
む
猪
目
を
連
ね

る
。
彩
色
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
左
大
腿
部
な
ど
に
比
較
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的
明
瞭
な
前
記
し
た
繧
繝
彩
色
の
宝
相
華
文
や
、
截
金
な
ど

が
確
認
で
き
る
〈
右
大
腿
部
側
面
な
ど
で
宝
相
華
文
の
形
が

捉
え
ら
れ
て
い
る
、
赤
外
線
撮
影
１
－
5
〉。
裳
の
裏
側
は

復
元
さ
れ
て
い
な
い
が
、
周
縁
部
は
黄
白
系
の
色
料
が
地
色

と
み
ら
れ
、
縁
を
截
金
で
括
る
よ
う
で
、
内
区
に
は
内
部
に

模
様
を
納
め
る
二
重
菱
繋
ぎ
や
小
さ
な
花
丸
文
が
み
え
る

〈
明
瞭
に
は
捉
え
ら
れ
な
い
が
、
花
文
な
ど
が
あ
る
か
、
赤

外
線
撮
影
１
－
6
〉。
復
元
さ
れ
た
地
色
や
地
文
、
彩
色
文

様
な
ど
は
一
応
当
初
の
姿
を
表
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
。

【
構
造
】

針
葉
樹
材
（
ヒ
ノ
キ
か
）
製
。
頭
体
幹
部
は
、
頭
頂
よ
り

背
面
地
付
高
二
十
九
セ
ン
チ
ま
で
と
正
面
の
裳
先
ま
で
を
構

成
し
、
耳
後
ろ
か
ら
体
側
で
前
後
に
割
放
ち
、
三
道
下
で
割

首
と
し
て
、
内
刳
り
す
る
。
面
部
は
別
材
製
と
し
て
玉
眼
を

嵌
入
す
る
。両
膝
以
下
足
枘
ま
で
を
幹
部
材
に
差
し
込
み（
両

足
と
も
に
外
側
に
木
心
を
外
す
材
）、
両
足
先
は
別
材
製
と

す
る
。
背
面
側
の
裳
先
は
、
両
側
各
一
材
と
中
央
に
一
材
を

矧
い
で
構
成
す
る
。
両
肩
以
下
は
、
肩
・
肘
・
手
首
な
ど
で

矧
ぐ
。

【
保
存
】

後
補
に
つ
い
て
は
、
検
討
を
要
す
る
が
、
玉
眼
、
金
銅
製

装
身
具
な
ど
が
課
題
と
な
る
。
正
面
股
間
の
鮮
や
か
な
彩
色

は
、
大
正
修
理
時
の
復
元
と
み
ら
れ
る
。
持
物
。
台
座
・
光

背
は
後
補
。

（
二
）
木
造
制
吒
迦
童
子
半
跏
像
（
右
脇
侍
）（
写
真
9
〜
14
）

【
形
状
】

髪
は
全
体
を
平
彫
と
し
て
、髪
際
に
髪
筋
を
截
金
で
表
し
、

後
方
に
七
束
に
し
て
流
し
、
先
端
を
巻
く
。
眉
を
彫
出
し
、

目
を
見
開
い
て
玉
眼
を
嵌
入
す
る
。
目
は
、
瞳
を
墨
彩
し
、

周
囲
を
白
群
と
し
て
墨
で
括
り
、
白
目
を
表
す
。
鼻
孔
を
穿

つ
。
開
口
し
て
、
犬
歯
様
の
上
牙
を
下
出
し
、
上
下
の
歯
列

と
舌
を
表
す
。
や
や
右
前
を
睨
み
、
怒
号
す
る
構
え
。
胸
と

腹
の
括
れ
各
一
条
を
表
す
。
大
き
な
肩
布
を
、
背
面
左
方
か

ら
正
面
の
左
肩
と
両
胸
を
覆
い
、
右
肩
に
被
せ
て
背
中
を
大

き
く
覆
い
、
左
肩
か
ら
首
下
に
潜
ら
せ
て
右
胸
で
下
層
か
ら

垂
下
さ
せ
、
腹
前
を
横
切
っ
て
左
後
方
に
な
び
く
。
腰
布
を

巡
ら
せ
て
尻
で
ふ
み
、
正
面
で
結
ぶ
。
折
り
返
し
付
き
の
裳

を
着
け
る
。
臂
釧
・
腕
釧
・
足
釧
を
つ
け
る
。
右
手
は
垂
下

し
て
膝
後
ろ
で
岩
座
に
つ
き
、
宝
棒
を
握
る
。
左
手
も
左
膝

後
ろ
で
、
肩
布
の
先
端
近
く
を
握
る
。
岩
座
上
で
、
左
足
を

立
膝
状
に
し
て
や
や
浮
か
し
、
そ
の
内
側
を
右
足
が
交
差
す

る
よ
う
に
通
る
。

台
座
は
、
框
の
上
に
岩
座
。

【
彩
色
】

白
地
彩
色
。
肉
身
部
は
、
頭
部
も
含
め
て
や
や
黒
い
朱
彩

と
す
る
。
頭
部
は
全
体
を
朱
彩
し
、
頭
髪
は
薄
く
墨
彩
し
、

髪
際
で
は
髪
筋
に
截
金
を
お
く
。
眉
毛
を
墨
彩
し
、
唇
は
や

や
薄
く
墨
を
か
け
、
口
中
と
舌
は
薄
黒
い
朱
彩
と
し
、
歯
は

白
と
す
る
。肩
布
の
彩
色
は
判
然
と
し
な
い
が
、黒
み
が
か
っ

た
黄
土
色
の
地
色
と
し
て
、
早
蕨
状
の
繋
ぎ
文
の
よ
う
な
も

の
が
み
え
る〈
赤
外
線
撮
影
2
－
１
〉。裏
は
黄
土
地
に
み
え
、

白
の
点
が
複
数
残
さ
れ
て
い
る
。

腰
布
も
判
然
と
し
な
い
。
表
は
地
色
が
黒
化
し
て
い
る
が

緑
も
み
え
る
。
表
層
は
剥
落
が
多
く
、
丸
菱
様
の
輪
郭
ら
し

き
も
の
が
み
ら
れ
る
が
、
基
本
的
に
不
明
。

裳
の
周
縁
部
は
、
赤
黒
い
地
色
が
あ
り
、
早
蕨
状
の
色
料

に
よ
る
痕
跡
が
み
え
る
。
内
区
は
、
地
文
を
截
金
の
雷
文
と

し
、
窠
文
を
配
す
る
〈
赤
外
線
撮
影
2
－
2
・
2
－
3
〉。

右
大
腿
部
の
も
の
は
朱
系
の
二
本
線
で
括
り
、
内
部
は
黒
化

し
た
緑
か
と
み
ら
れ
る
色
で
中
を
埋
め
、
中
央
に
黒
化
し
た

八
点
を
巡
ら
す
八
弁
花
を
置
く
。
左
腰
奥
の
折
返
し
の
下
で

は
、
截
金
の
雷
文
繋
ぎ
と
と
も
に
朱
の
地
色
の
上
に
、
内
に

巻
き
込
ま
れ
た
猪
目
様
の
黒
化
し
た
線
な
ど
が
み
ら
れ
る

〈
赤
外
線
写
真
で
は
、
周
縁
を
色
線
で
両
端
を
別
の
色
料
で

括
り
、
内
部
に
は
両
端
が
内
に
巻
き
込
む
雲
文
様
の
線
描
が

み
え
る
、
赤
外
線
撮
影
2
－
4
〉。
裏
面
は
、
周
縁
部
と
内

区
を
分
け
、
周
縁
部
は
黒
化
し
た
地
色
が
あ
り
、
内
区
は
黄

土
系
の
地
色
が
認
め
ら
れ
る
〈
赤
外
線
写
真
で
は
文
様
な
ど

の
有
無
を
厳
密
に
は
確
認
で
き
な
い
〉。

【
構
造
】

針
葉
樹
材
（
ヒ
ノ
キ
か
）
製
と
み
ら
れ
る
。
頭
体
幹
部
は
、

基
本
前
後
二
材
製
と
し
、
首
下
で
割
首
と
し
て
大
き
く
内
刳

り
し
、
像
内
の
大
半
は
黒
漆
塗
り
と
す
る
。
二
材
製
と
は
い

え
、
比
率
的
に
は
、
両
側
面
の
大
半
を
前
面
材
か
ら
構
成
し

て
お
り
、
背
面
材
は
頭
部
か
ら
背
面
の
や
や
右
側
寄
り
に
地

付
高
四
・
八
セ
ン
チ
ま
で
を
構
成
す
る
も
の
で
、
背
板
風
に

も
み
え
る
。
割
首
に
つ
い
て
は
、
背
面
側
の
頭
部
の
材
が
、

体
部
に
深
く
食
い
込
ん
で
い
る
。
背
面
地
付
高
四
・
八
セ
ン
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チ
は
別
材
を
矧
ぐ
。
両
脚
部
は
、
幹
部
前
面
材
の
前
に
奥
行

き
二
・
五
セ
ン
チ
の
材
を
矧
ぎ
、
そ
の
前
に
大
き
く
一
材
を

矧
い
で
大
半
を
表
し
、
左
足
首
、
左
足
裏
真
中
で
矧
ぎ
、
右

足
真
中
で
矧
ぐ
。
両
肩
以
下
は
、
幹
部
材
と
の
矧
ぎ
面
に
板

材
を
あ
て
（
左
肩
矧
目
は
八
セ
ン
チ
×
三
セ
ン
チ
の
材
が
像

内
か
ら
観
察
で
き
、
右
肩
に
も
認
め
ら
れ
る
）、
左
腕
は
肩
・

肘
先
・
手
首
で
、
右
腕
は
肩
・
手
首
で
別
材
を
矧
ぐ
。
腕
釧
、

足
釧
の
結
び
な
ど
は
別
材
製
。

【
保
存
】

後
補
に
つ
い
て
は
検
討
を
要
す
る
が
、地
付
は
全
て
修
補
。

金
属
製
装
身
具
・
持
物
は
後
補
。
台
座
後
補
。

（
三
）
木
造
矜
羯
羅
童
子
立
像
（
左
脇
侍
）（
写
真
15
〜
20
）

【
形
状
】

髪
は
平
彫
と
し
て
髪
際
を
表
し
、
左
右
に
美
豆
良
状
に
束

ね
、
後
頭
部
で
は
中
央
で
左
右
に
振
り
分
け
る
。
耳
の
前
に
、

鬢
髪
を
墨
描
す
る
。
目
は
右
方
を
見
る
よ
う
に
開
く
。
玉
眼

嵌
入
、
瞳
は
墨
彩
し
、
周
囲
を
茶
色
と
し
て
墨
で
括
り
、
白

目
を
描
い
て
、目
尻
・
目
頭
に
朱
を
入
れ
る
。閉
口
す
る
。胸
・

腹
の
括
れ
一
条
を
表
し
、
臍
の
括
れ
も
長
く
表
す
。
条
帛
を

背
面
で
は
折
り
返
し
な
が
ら
巡
ら
せ
、
先
端
を
、
正
面
は
左

胸
で
下
層
か
ら
、
背
面
で
は
右
肩
か
ら
直
線
的
に
上
層
よ
り

垂
下
す
る
。
腰
布
を
巻
い
て
、
正
面
で
結
び
、
そ
の
両
端
が

股
間
両
脇
を
垂
下
す
る
。
裳
は
腰
で
わ
ず
か
に
折
り
返
し
、

正
面
で
は
膝
下
あ
た
り
ま
で
、
背
面
で
は
足
首
上
ま
で
を
覆

い
、
左
か
ら
の
布
を
外
に
し
て
、
正
面
や
や
右
で
打
ち
合
わ

せ
る
。
胸
飾
を
つ
け
、
臂
釧
・
腕
釧
と
足
釧
を
装
着
す
る
。

右
腕
は
垂
下
し
て
、
第
一
・
二
指
で
長
茎
の
蓮
華
を
執
り
、

左
腕
は
屈
臂
し
て
前
に
突
き
出
し
、
第
一
・
三
・
四
・
五
指
を

曲
げ
て
、
独
鈷
杵
を
握
る
。
腰
を
わ
ず
か
に
右
に
振
り
、
左

足
を
斜
め
外
に
向
け
て
、
足
裏
の
角
枘
で
岩
座
に
立
つ
。

台
座
は
、
框
の
上
に
岩
座
。

【
彩
色
】

白
地
彩
色
。
肉
身
部
は
朱
系
の
肉
色
彩
色
。
頭
髪
は
薄
く

墨
塗
り
。

条
帛
の
表
は
、
両
端
と
も
に
二
状
の
截
金
で
周
縁
部
と
内

区
を
分
け
る
。
周
縁
部
は
、
縁
に
截
金
一
条
を
入
れ
、
地
色

は
内
区
と
と
も
に
朱
彩
。
内
区
は
、
朱
の
地
色
の
上
に
、
截

金
で
斜
格
子
を
表
す
。
裏
は
黒
化
し
た
地
色
が
視
認
で
き
る

の
み
と
な
る
。

腰
布
の
表
は
、
地
色
が
青
か
と
み
ら
れ
、
截
金
二
本
で
周

縁
部
と
内
区
を
分
け
る
。
周
縁
部
の
詳
細
は
不
明
で
、
地
色

は
内
区
と
同
色
か
と
み
ら
れ
る
。
内
区
の
文
様
は
視
認
し
に

く
い
が
、
赤
外
線
写
真
な
ど
も
併
用
し
て
推
測
す
る
と
、
艶

や
か
な
大
振
り
の
花
を
表
し
、
周
縁
部
の
境
と
な
る
截
金
線

よ
り
上
に
、
五
点
を
半
円
形
に
打
ち
そ
の
周
縁
に
丸
い
花
弁

を
描
く
よ
う
な
影
が
み
え
る
。
全
体
と
し
て
、
唐
草
状
に
宝

相
華
を
つ
な
げ
な
が
ら
、
全
体
に
花
唐
草
が
あ
し
ら
わ
れ
て

い
る
と
推
測
さ
れ
る
〈
赤
外
線
撮
影
3
－
１
〉。

裳
は
、
截
金
三
本
で
周
縁
部
と
内
区
を
分
け
る
。
周
縁
部

の
縁
は
朱
系
の
色
帯
を
回
し
、
黄
土
色
系
の
地
色
の
上
に
花

唐
草
で
満
た
す
。
内
区
は
、
地
色
を
朱
地
と
し
て
そ
の
上
に

や
や
黒
ず
ん
だ
色
を
か
け
る
よ
う
で
、
截
金
五
本
を
一
単
位

と
す
る
麻
葉
繋
ぎ
を
地
文
と
す
る
。
そ
の
中
に
、
截
金
二
本

で
丸
く
囲
っ
た
中
、
中
心
に
点
を
描
い
て
周
囲
に
六
弁
を
表

し
、
上
下
左
右
に
一
単
位
の
花
蔓
を
配
し
た
団
花
文
を
布
置

す
る
。

【
構
造
】

針
葉
樹
材
（
ヒ
ノ
キ
か
）
製
。
頭
体
幹
部
は
、
木
心
を
正

後
方
に
外
す
と
み
ら
れ
る
一
材
製
で
、
耳
後
ろ
か
ら
体
側
、

踵
の
あ
た
り
で
前
後
に
割
放
ち
、
首
下
で
割
首
と
し
て
内
刳

り
す
る
。
右
肩
以
下
は
、
肩
・
手
首
・
指
で
矧
ぎ
、
左
肩
以

下
は
、
肩
・
肘
・
手
首
・
第
二
指
を
矧
ぐ
。
美
豆
良
、
天
衣

遊
離
部
、
腰
布
の
結
び
垂
下
部
、
右
足
は
別
材
製
と
す
る
。

【
保
存
】

後
補
は
、右
足
裏
の
角
枘
、金
銅
製
装
身
具
、持
物
。台
座
。

ま
と
め
に
か
え
て

以
上
、
三
尊
像
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
、
彩
色
は
視
認
と

赤
外
線
撮
影
の
分
析
を
も
と
に
述
べ
て
き
た
。
既
に
紙
数
を

大
き
く
超
過
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
以
上
の
検
討
は
、
機
会

を
改
め
て
行
い
た
い
。
何
れ
に
し
て
も
、
十
三
世
紀
初
頭
あ

た
り
の
造
像
と
推
測
で
き
る
。
そ
の
一
具
性
に
つ
い
て
の
検

討
を
は
じ
め
、
常
照
庵
に
伝
え
ら
れ
る
経
緯
の
推
測
な
ど
、

全
て
を
課
題
と
し
て
、
筆
を
置
く
こ
と
と
す
る
。
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註
１
． 

『
近
江
愛
智
郡
志
』
巻
五
「
第
十
章　

秦
川
村　

常
照
庵
」
の

記
載
、
お
よ
び
掲
載
史
料
に
よ
る
。
な
お
、
木
俣
守
安
や
関
連

史
料
に
つ
い
て
、
彦
根
城
博
物
館
渡
辺
恒
一
氏
よ
り
ご
教
示
を

得
た
。

２
． 

神
仏
い
ま
す
近
江
実
行
委
員
会
編
集
・
発
行
『
特
別
展　

神
仏

い
ま
す
近
江
』
図
録
「
第
二
部　

祈
り
の
国
、
近
江
の
仏
像
―

古
代
か
ら
中
世
へ
―
」
に
掲
載
。

３
． 

寺
島
典
人
「
21
木
造
不
動
明
王
二
童
子
像
」（
秦
荘
町
史
編
集

委
員
会
『
秦
荘
の
歴
史　

第
四
巻　

資
料
』
二
〇
〇
九
年
）。

４
． 

調
査
は
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
十
月
二
十
七
日
に
実
施
し
た
。

参
加
者
は
、
和
澄
浩
介
（
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
）、
三
井

義
勝（
愛
荘
町
立
歴
史
文
化
博
物
館
）、桑
原
康
郎
、一
村
武
司
、

辻
上
祐
貴
（
以
上M

IH
O

 M
U

SEU
M

）
の
各
氏
と
筆
者
。
こ
こ

で
述
べ
て
い
る
調
査
報
告
は
、
参
加
者
の
意
見
を
集
約
し
た
も

の
で
あ
る
が
、文
責
が
筆
者
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

写
真
撮
影
は
小
池
澄
男
氏
（M

IH
O

 M
U

SEU
M

）
に
よ
る
。

５
． 

今
回
の
調
査
時
に
計
測
し
た
法
量
の
細
目
は
、
下
表
（
表
1
）

の
通
り
。

６
． 

滋
賀
県
文
化
財
保
護
課
古
川
史
隆
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
大
正

十
三
年
修
理
時
の
、
修
理
計
画
書
及
び
見
積
書
の
中
で
、
経
費

の
内
訳
を
箇
条
書
き
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、「
木
材
」
か

ら
始
ま
る
材
料
の
品
目
と
数
量
が
順
次
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ

こ
に
は
、「
朱
」「
岱
砂
棒
」「
藍
棒
」「
胡
粉
」「
鉄
粉
」「
真
菰

墨
」「
白
緑
」「
緑
青
」「
群
青
」「
金
箔
」「
金
粉
」
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
主
に
、
彩
色
の
復
元
に
用
い
る
た
め
と
推
測
で
き
る
。

調
査
を
御
許
可
い
た
だ
い
た
、
常
照
庵
当
局
に
心
か
ら
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、赤
外
線
撮
影
は
和
澄
・
桑
原
両

氏
の
手
に
な
る
も
の
を
掲
載
し
ま
し
た
。
併
せ
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

表 1

法量（単位は cm） 不動明王立像 右脇侍・制吒迦童子像 左脇侍・矜羯羅童子蔵
総高 131.6 48.9 69.1
像高 106.9 （坐勢）30.2 54.0

（足裏）36.7
髪際高 103.0 （坐勢）29.0 53.3
頂―顎 17.1 10.8 10.0
面長 12.5 9.1 7.9
面幅 10.1 6.8 6.2
耳張 14.9 8.8 （耳朶）7.7

（美豆良）11.9
面奥 16.3 10.2 9.4
胸奥 （左・含条帛）17.0 （左・含背面布）11.1 （左・含条帛）10.3

（右）16.4 （右・含肩布）11.1 （右）9.1
腹奥 17.5 10.7 9.9
肩張 23.1 12.3 12.6
肘張 35.3 22.9 18.4
裾張 26.0 14.5
足先開（外） 26.6 11.9
足先開（内） 18.3 6.6

膝張 21.9
膝奥 （左足指―腰奥）30.7

（右手指―左布端）29.1

台座・光背（最大） 不動明王立像 右脇侍・制吒迦童子像 左脇侍・矜羯羅童子蔵
台座・左右 72.9 36.4 36.3
台座・奥行 57.2 28.2 28.0
台座・高さ 33.8 21.5 23.9
光背・高さ（含枘） 157.5
光背・左右 65.2
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大
津
市
真
野
北
村
地
区
に
三
〇
〇
年
続
い
て
き
た
「
庚
申

講
」
と
い
う
「
講
」
が
存
在
す
る
。「
庚
申
講
」
の
歴
史
と

意
義
を
明
ら
か
に
し
、
現
代
に
お
け
る
こ
の
小
さ
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
役
割
と
こ
れ
か
ら
の
あ
り
方
を
考
察
す
る
。

は
じ
め
に

二
〇
二
〇
年
の
早
春
、
中
華
人
民
共
和
国
湖
北
省
武
漢
市

か
ら
発
症
し
た
と
い
わ
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

（CO
V

ID
-19

）
の
拡
大
が
収
ま
ら
ず
、
日
本
国
内
で
も
新

型
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
広
が
り
始
め
、
同
年
四
月
七
日
に
は

政
府
が
一
部
の
都
道
府
県
に
緊
急
事
態
宣
言
を
発
令
、
県
境

を
超
え
る
移
動
や
人
々
が
複
数
人
集
ま
る
活
動
、
夜
間
の
飲

食
を
伴
う
会
合
な
ど
、
こ
れ
ま
で
普
通
に
行
わ
れ
て
い
た

様
々
な
活
動
を
自
粛
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
態
と

な
っ
た
。

滋
賀
県
内
も
全
国
の
動
向
に
合
わ
せ
、
教
育
機
関
に
お
い

て
も
、
学
校
内
の
立
ち
入
り
ま
で
が
制
限
さ
れ
た
。
我
々
は
、

自
宅
に
お
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
授
業
運
営
の
方
法
を
学
ぶ
こ
と
や
、
学
生
と
の
メ
ー
ル

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
対
応
に
追
わ
れ
た
。
し

か
し
、
人
間
は
家
の
中
と
い
う
制
限
さ
れ
た
空
間
で
は
耐
え

き
れ
ず
、
朝
夕
の
ち
ょ
っ
と
し
た
外
出
（
散
歩
）
が
日
課
と

な
っ
た
。

か
つ
て
、
近
江
国
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
伝
染
病

の
恐
怖
に
怯
え
た
時
期
が
あ
り
、
天
然
痘
、
コ
レ
ラ
、
ス
ペ

イ
ン
か
ぜ
な
ど
、
大
き
な
被
害
を
伴
っ
た
経
験
を
持
つ
。
し

か
し
、
筆
者
は
誕
生
し
て
半
世
紀
を
少
し
超
え
た
が
、
そ
れ

ら
の
渦
中
に
巻
き
込
ま
れ
た
こ
と
は
無
い
。
過
去
の
日
本
人

は
ど
の
よ
う
に
し
て
伝
染
病
と
い
う
災
い
を
逃
れ
て
き
た
の

で
あ
ろ
う
か
と
思
い
な
が
ら
、
何
事
も
な
い
よ
う
に
流
れ
る

真
野
川
の
水
面
や
、
琵
琶
湖
真
野
浜
の
細
波
、
道
端
に
咲
く

野
草
、元
気
な
カ
ラ
ス
や
小
鳥
た
ち
を
眺
め
な
が
ら
歩
い
た
。

あ
る
日
の
朝
、
真
野
の
新
し
い
都
市
計
画
道
路
の
道
端
に

大
木
が
数
本
集
ま
る
鎮
守
の
森
の
よ
う
な
雑
木
林
が
あ
り
、

そ
の
横
に
真
新
し
い
木
製
の
板
塀
に
囲
ま
れ
て
佇
む
小
さ
な

一
基
の
石
塔
を
見
つ

け
た
。
石
塔
は
高
さ

約
九
十
セ
ン
チ
、
一

辺
が
約
十
セ
ン
チ
の

四
角
柱
で
、
表
面
が

ザ
ラ
ザ
ラ
し
た
御
影

石
で
あ
る
。
よ
く
目

を
凝
ら
し
て
見
る
と

正
面
に
「
庚
申
」
と

い
う
二
文
字
が
浮
か

び
上
が
っ
て
き
た

（
写
真
1
・
2
）。

Name:

Kenji KATOH

Title:

Mano Kitamura’s “Koshin-ko”（庚申講）：

One Small Community Closely Connected for 300 Years

Summary:

In the Mano Kitamura district of Otsu City there is a “Koshin-ko”（庚申講） that has continued 

for 300 years. We will clarify the history and significance of “Koshin-ko” and consider the role 

and future of this small community in the present age.

写真 1 真野の都市計画道路の端にある庚申塔

真野北村の「庚申講」　―三〇〇年繋がってきた小さなひとつのコミュニティ― 18
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こ
れ
は
間
違
い
無

く
庚こ

う
し
ん
と
う

申
塔
で
あ
る
。

民
俗
学
に
興
味
を
持

つ
者
で
あ
れ
ば
、
江

戸
時
代
に
全
国
各
地

の
集
落
で
信
仰
さ
れ

た
庚
申
信
仰
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
る
と
い
う

こ
と
は
誰
も
が
認
知

し
て
い
る
。
筆
者
も

そ
の
一
人
な
の
で
、

こ
の
石
塔
の
文
字
を

確
認
し
た
時
、
自
分
が
居
住
す
る
足
も
と
の
真
野
地
域
に
も

こ
の
信
仰
が
あ
っ
た
の
だ
と
興
奮
し
た
。

こ
の
論
考
は
、
真
野
地
域
の
旧
字あ

ざ

で
今
も
継
承
さ
れ
て
い

る
「
民
間
信
仰
（
講
）」
に
つ
い
て
の
記
録
で
あ
る
。
以
下

に
詳
細
を
述
べ
た
い
と
思
う
。

第
一
章　

庚
申
信
仰
と
は

（
一
）
庚
申
信
仰
の
概
略

庚
申
信
仰
の
「
庚
申
」
と
は
、
干え

と支
い
わ
ゆ
る
十
干
（
甲
・

乙
・
丙
・
丁
・
戊
・
己
・
庚
・
辛
・
壬
・
癸
）
と
十
二
支
（
子
・

丑
・
寅
・
卯
・
辰
・
巳
・
午
・
未
・
申
・
酉
・
戌
・
亥
）
の

六
十
種
類
あ
る
組
み
合
わ
せ
の
一
つ
で
あ
る
。暦
の
中
で
は
、

「
庚
申
」
を
含
む
六
十
種
類
の
干
支
は
、
六
十
年
に
一
度
、

六
十
月
に
一
度
、
日
で
言
え
ば
六
十
日
に
一
度
巡
っ
て
く
る

よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
壬じ

ん
し
ん申

や
戊ぼ

辰し
ん

な
ど
も
そ
の
一
つ

で
、
そ
の
年
に
勃
発
し
た
反
乱
や
戦い

く
さ

の
名
前
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
中
で
も
庚
申
と
い
う
干
支
は
様
々
な
伝
説
と
と
も

に
、
江
戸
時
代
に
は
特
別
な
日
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
の
で

あ
る
。

元
は
中
国
の
道
教
思
想
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ
る
そ
の
伝

説
と
は
「
本
来
人
の
体
に
は
、
三さ

ん

尸し

の
虫む

し

と
い
う
三
匹
の
虫

が
住
ん
で
お
り
、
そ
の
人
が
行
っ
た
悪
事
を
記
憶
し
て
、
庚

申
の
日
に
そ
の
人
が
眠
る
と
口
か
ら
出
て
、
天
帝
に
告
げ
口

を
し
て
寿
命
を
縮
め
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。「
虫
の
知

ら
せ
」「
腹
の
虫
が
お
さ
ま
ら
な
い
」
な
ど
と
い
う
言
葉
も

こ
こ
か
ら
き
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
人
々
は
、
こ
の
日
に
眠

る
と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
庚
申
の
日
に
み
ん
な
で
集

ま
り
、
お
互
い
眠
ら
な
い
よ
う
に
工
夫
を
し
た
。
そ
の
数
名

の
集
ま
り
を
庚こ

う
し
ん
こ
う

申
講
、
そ
の
行
事
を
庚こ

う
し
ん
ま
ち

申
待
と
呼
び
、
徐
々

に
宴
会
が
催
さ
れ
る
な
ど
娯
楽
性
も
加
わ
っ
て
一
般
化
し
て

い
っ
た
。

さ
て
、
こ
の
庚
申
信
仰
は
具
体
的
に
ど
の
様
に
何
時
ご
ろ

日
本
に
入
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。庚
申
信
仰
の
研
究
は
、

路
傍
に
佇た

た
ず

む
、
無
数
の
庚
申
塔
と
呼
ば
れ
る
石
塔
の
存
在

を
き
っ
か
け
に
、
学
者
や
多
く
の
在
野
の
郷
土
史
家
に
よ
る

地
道
な
研
究
の
成
果
が
あ
る
。
そ
の
中
で
、
窪
徳
忠
氏

（
一
九
一
三
〜
二
〇
一
〇
）
は
『
庚
申
信
仰
の
研
究
［
註
１
］』
と

い
う
著
書
に
よ
っ
て
民
俗
学
研
究
の
領
域
と
し
て
ま
と
め
あ

げ
た
。

（
二
）
庚
申
縁
起

特
筆
さ
れ
る
の
は
、
窪
氏
が
『
庚
申
信
仰
の
研
究
』
に
掲

載
し
た
「
庚
申
縁
起
」
と
呼
ば
れ
る
三
十
三
編
に
及
ぶ
文
書

で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
窪
氏
に
よ
っ
て
全
国
か
ら
集
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
が
、
表
現
が
似
て
い
る
も
の
な
ど
多
数
あ
る

こ
と
か
ら
、
大
阪
四
天
王
寺
の
庚
申
堂
縁
起
を
も
と
に
し
て

い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。

そ
の
「
庚
申
縁
起
」
を
要
約
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・ 

第
四
十
二
代
文
武
天
皇
の
時
、
大
宝
元
年
庚
申
の
年
の
正

月
七
日
庚
申
の
日
に
四
天
王
寺
行
法
尊
記
上
人
の
と
こ
ろ

に
、
年
の
頃
十
六
、七
の
童
子
が
現
れ
、
こ
の
寺
が
日
本

に
お
け
る
仏
法
最
初
の
霊
地
で
あ
る
の
で
、
帝
釈
天
の
使

い
と
し
て
、
庚
申
の
法
を
こ
こ
を
拠
点
に
あ
ま
ね
く
広
め

よ
と
い
う
勅
旨
を
持
っ
て
き
た
。

・ 

庚
申
と
い
う
日
は
、
年
に
六
度
あ
り
、
年
の
初
め
の
庚
申

は
、
地
獄
道
の
苦
患
を
免
れ
、
第
二
度
目
の
庚
申
は
餓
鬼

道
の
苦
し
み
を
逃
れ
、
第
三
度
目
の
庚
申
は
、
畜
生
道
の

苦
を
逃
れ
、
第
四
度
目
の
庚
申
は
、
修
羅
の
苦
を
逃
れ
、

第
五
度
目
の
庚
申
は
、
人
間
の
八
苦
罪
を
滅
し
給
う
。
現

世
の
災
難
、
後
世
の
苦
し
み
を
助
け
る
。
第
六
度
目
の
庚

申
は
天
上
の
五
衰
体
没
の
苦
し
み
を
救
わ
ん
が
た
め
で
あ

る
。

・ 

庚
申
の
日
は
、
精
進
潔
斎
し
て
、
申
の
刻
（
午
後
四
時
）

か
ら
南
の
方
向
に
つ
く
っ
た
棚
に
、
捧
げ
物
を
す
る
。
灯

明
を
あ
げ
、香
を
焚
き
、色
よ
き
花
を
た
て
、珍
し
い
菓
子

の
お
供
え
を
し
、夜
半
に
丸
い
供
物
と
御
酒
と
を
捧
げ
る
。

・ 

そ
の
夜
は
、
荒
い
雑
談
を
せ
ず
、
腹
を
立
て
ず
、
欲
を
言

わ
ず
、
男
女
の
事
を
思
わ
ず
、
四
足
二
足
五
辛
の
類
を
食

べ
て
は
な
ら
な
い
。

・ 

庚
申
の
夜
、
も
し
眠
る
な
ら
ば
、
三
尸
の
虫
が
害
を
な
す

と
い
う
。
人
の
身
の
う
ち
に
は
三
尸
九
虫
と
い
う
十
二
種

写真 2 真野澤村の庚申塔
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の
虫
が
い
て
、
こ
の
虫
の
仕
業
で
、
癲て

ん

狂き
ょ
う

・
癩ら

い
そ
う瘡

・
狂

気
の
病
と
な
り
、
あ
る
い
は
盗
賊
悪
党
の
心
が
で
き
、
喧

嘩
口
論
と
な
っ
て
そ
の
身
を
失
う
。

・ 

こ
の
虫
を
退
治
す
る
に
は
、「
ほ
う
こ
う
し
、
ほ
う
ぢ
ょ

う
し
、
み
や
う
じ
し
、
し
つ
に
う
や
う
て
い
、
こ
り
が
し

ん
」
と
南
に
向
か
っ
て
拝
み
、
三
度
唱
え
る
こ
と
。

・ 「『
夜
も
す
が
ら　

我
は
ね
ざ
る
の　

此
の
床
に　

ね
た

る
も
ね
ず
ぞ　

し
ん
は
ま
さ
る
ぞ
』
と
歯
を
鳴
ら
し
、
三

度
唱
え
な
さ
い
。
こ
れ
ま
で
の
こ
と
が
心
の
中
を
清
浄
に

す
る
大
善
根
で
あ
る
」
と
童
子
が
言
っ
て
青
面
金
剛
と

な
っ
て
姿
を
消
し
た
。

・ 

暁
、
寅
の
刻
（
午
前
四
時
）、
鶏
が
鳴
を
待
っ
て
、

三
十
三
度
礼
拝
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・ 

庚
申
待
は
、
三
年
で
十
八
回
行
い
、
三
年
目
に
は
供
養
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
供
養
と
は
道
の
ほ
と
り
に
塚
を

つ
く
っ
て
、
四
方
正
面
の
卒
塔
婆
を
建
て
、
供
物
を
す
る

こ
と
で
、
往
来
の
旅
人
も
こ
れ
に
施
し
を
す
る
こ
と
。
そ

う
す
れ
ば
七
難
即
滅
、
七
福
即
成
の
ご
利
益
が
あ
る
。

こ
の
「
庚
申
縁
起
」
を
も
と
に
し
て
、
近
世
、
全
国
的
に

流
布
さ
れ
各
地
で
多
少
形
や
規
模
は
変
化
し
な
が
ら
、
戸
主

に
よ
る
集
ま
り
を
庚
申
講
、
夜
を
通
し
て
の
礼
拝
や
遊
興
を

庚
申
待
ち
と
呼
び
な
が
ら
現
在
に
一
部
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

（
三
）
庚
申
信
仰
の
起
源
と
広
が
り

で
は
、
ど
の
よ
う
に
こ
の
庚
申
信
仰
が
広
ま
っ
て
い
っ
た

の
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
そ
の
考
察
に
つ
い
て
は
、

様
々
な
見
解
が
あ
る
も
の
の
、
窪
徳
忠
氏
は
『
庚
申
信
仰
の

研
究
』
の
中
で
、「
江
戸
時
代
に
広
く
一
般
に
庚
申
信
仰
が

普
及
し
た
大
き
な
原
因
の
一
つ
は
、
修
験
者
の
鼓
吹
に
あ
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。」
と
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
言
及

し
て
い
る
。

そ
の
課
題
に
対
し
て
筆
者
が
注
目
し
て
い
る
の
が
、
三
井

寺
の
長
吏
で
仏
教
文
化
研
究
者
で
も
あ
る
福
家
俊
彦
氏
の
見

解
で
あ
る
。
福
家
氏
は
、「
大
津
絵
の
誕
生
と
三
井
寺
別
所

の
宗
教
文
化
圏
［
註
２
］」
と
い
う
論
考
の
中
で
、
三
井
寺
と
そ

の
周
辺
に
位
置
す
る
三
井
寺
別
所
で
の
大
津
絵
師
の
活
躍
と

彼
ら
に
描
か
れ
た
青
面
金
剛
に
つ
い
て
の
考
察
が
な
さ
れ
て

い
る
。
そ
も
そ
も
初
期
に
描
か
れ
た
大
津
絵
に
は
仏
画
が
多

く
、
そ
れ
は
、
仏
教
諸
派
の
高
度
な
仏
教
学
に
基
づ
く
も
の

で
は
な
く
、
念
仏
聖
や
修
験
者
が
流
布
し
た
仏
教
や
神
道
、

道
教
な
ど
が
混
じ
り
合
っ
た
民
間
信
仰
で
あ
り
、
描
か
れ
た

仏
画
は
阿
弥
陀
仏
や
大
日
如
来
、
地
蔵
菩
薩
や
観
音
菩
薩
で

あ
り
、
そ
れ
ら
は
念
仏
講
や
日
待
講
や
月
待
講
、
地
蔵
講
や

観
音
講
な
ど
の
本
尊
で
あ
る
。
そ
し
て
、
現
存
す
る
数
か
ら

最
も
多
く
描
か
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
の
が
青
面

金
剛
で
あ
り
、
そ
れ
が
庚
申
信
仰
の
守
り
本
尊
で
あ
る
と
述

べ
て
い
る
。

福
家
氏
は
、「
窪
氏
が
室
町
後
期
以
降
に
日
本
の
庚
申
信

仰
を
全
く
仏
説
化
し
た
の
は
、
円
珍
の
系
統
を
引
く
、
園
城

寺
の
加
持
祈
祷
を
専
門
と
す
る
僧
侶
で
、
庚
申
縁
起
を
ま
と

め
上
げ
て
、
本
尊
の
青
面
金
剛
像
と
と
も
に
三
井
寺
ゆ
か
り

の
修
験
者
な
ど
に
よ
っ
て
全
国
に
広
め
て
い
っ
た
と
指
摘
し

て
い
る
」
と
し
な
が
ら
、『
園
城
寺
伝
記
』
に
庚
申
信
仰
の

典
拠
と
な
っ
た
「
庚
申
経
」
が
所
収
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
根
拠
に
庚
申
信
仰
の
起
源
が
三
井
寺
に
あ
る
と
語
っ
て
い

る
。

青
面
金
剛
と
と
も
に
大
津
絵
に
よ
く
描
か
れ
る
も
の
に

「
十
三
仏
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
十
三
仏
信
仰

に
基
づ
い
て
描
か
れ
た
も
の
で
、
不
動
明
王
、
釈
迦
如
来
、

文
殊
菩
薩
、
普
賢
菩
薩
、
地
蔵
菩
薩
…
最
後
に
虚
空
蔵
菩
薩

が
並
び
、
人
間
の
死
後
の
魂
が
成
仏
す
る
た
め
に
七
日
ご
と

に
こ
の
世
に
残
っ
た
親
族
が
礼
拝
す
る
対
象
の
十
三
の
仏
様

を
い
う
。
こ
の
十
三
の
仏
様
を
全
て
一
枚
の
紙
に
描
い
た
大

津
絵
は
、
自
分
の
死
後
の
仏
事
を
予
め
生
き
て
い
る
間
に
行

う
と
い
う
逆
修
仏
事
の
た
め
に
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
う
考
え

る
と
、
先
述
の
庚
申
縁
起
の
中
に
出
て
く
る
年
に
六
度
あ
る

庚
申
の
日
に
地
獄
、
餓
鬼
、
畜
生
、
修
羅
、
人
間
、
天
上
の

六
道
の
世
界
を
一
つ
ず
つ
祈
っ
て
死
後
の
苦
し
み
か
ら
逃
れ

よ
う
と
す
る
の
は
、
十
三
仏
信
仰
と
同
じ
逆
修
仏
事
と
言
え

る
の
か
も
知
れ
な
い
。

と
も
あ
れ
、
庚
申
信
仰
は
、
江
戸
時
代
に
あ
っ
て
十
三
仏

と
同
じ
く
、
死
後
の
自
分
の
魂
の
安
寧
を
願
っ
て
、
定
期
的

に
熱
心
に
祈
り
続
け
て
き
た
と
い
う
一
つ
の
姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
し
て
、
大
津
絵
に
描
か
れ
た
青
面
金
剛
や

十
三
仏
と
と
も
に
、
庚
申
信
仰
は
広
く
全
国
に
流
布
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。

第
二
章　

真
野
北
村
の
庚
申
講

（
一
）
北
村
庚
申
講
の
発
見

こ
の
章
は
、
偶
然
筆
者
が
コ
ロ
ナ
禍
の
散
歩
に
よ
っ
て
発

見
す
る
に
至
っ
た
庚
申
塔
に
つ
い
て
具
体
的
に
話
を
進
め
て

い
き
た
い
。
筆
者
が
ま
ず
思
っ
た
の
は
、
こ
の
真
野
地
域
で
、

今
も
庚
申
講
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
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で
あ
る
。
そ
こ
で
こ

の
地
域
の
歴
史
文
化

に
詳
し
い
真
野
澤
地

区
の
川
中
常
夫
氏
を

訪
ね
た
。

川
中
氏
に
よ
る

と
、
真
野
の
澤
地
区

に
は
か
つ
て
庚
申
講

が
存
在
し
た
が
、
無

く
な
っ
て
か
な
り
年

月
が
経
つ
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
た
だ
、

同
じ
く
真
野
の
北
村
地
区
の
願
生
寺
（
浄
土
宗
西
山
禅
林
寺

派　

大
津
市
真
野
四
丁
目
）
の
境
内
に
北
村
の
庚
申
塔
が
あ

る
と
の
教
示
が
あ
り
当
寺
を
訪
ね
た
（
写
真
3
）。
願
生
寺

名
誉
住
職
根
来
旭
氏
か
ら
、
真
野
北
村
地
区
で
は
今
も
講
が

行
な
わ
れ
て
い
る
と
聞
き
お
よ
び
、
そ
の
時
の
講
の
当
番
を

さ
れ
て
い
る
濱
本
イ
ク
子
氏
を
紹
介
い
た
だ
い
た
。

こ
こ
で
、
北
村
集
落
に
つ
い
て
の
概
観
を
説
明
し
て
お
き

た
い
。

北
村
集
落
は
Ｊ
Ｒ
湖
西
線
の
小
野
駅
と
堅
田
駅
の
間
の
小

野
駅
寄
り
の
線
路
沿
い
と
い
う
、
生
活
す
る
の
に
便
利
な
と

こ
ろ
に
位
置
す
る
た
め
、
戦
後
の
経
済
成
長
期
に
新
興
の
住

宅
が
増
え
、
約
五
十
軒
が
真
野
北
村
自
治
会
を
形
成
し
て
い

る
。
そ
の
内
の
十
四
軒
は
、
檀
那
寺
を
願
生
寺
、
氏
神
を
真

野
神
田
神
社
と
し
て
、
共
有
地
を
共
同
管
理
し
、
江
戸
時
代

か
ら
明
治
、
大
正
期
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
旧
集
落
（
北
村
集

落
）、「
北
村
会
」
を
構
成
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
中
で
、

庚
申
講
を
継
承
し
て
い
る
の
が
以
下
に
述
べ
る
五
軒
の
家
で

あ
る
。

（
二
）
北
村
庚
申
講
の
概
略

北
村
の
庚
申
講
は
、
五
軒
の
講
員
で
構
成
さ
れ
、
庚
申
の

日
に
近
い
日
の
夜
に
講
が
開
か
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
講
員

は
、
夕
食
を
済
ま
せ
て
か
ら
、
十
九
時
ご
ろ
当
番
の
家
に
集

ま
る
。
座
敷
に
は
、
庚
申
講
の
守
本
尊
で
あ
る
青
面
金
剛
が

描
か
れ
た
掛
け
軸
が
か
け
ら
れ
、
色
花
が
供
え
ら
れ
る
。
掛

け
軸
に
手
を
合
わ
せ
、
お
下
が
り
の
飲
み
物
と
お
茶
菓
子
を

共
食
し
な
が
ら
、
二
時
間
程
度
、
よ
も
や
ま
話
を
し
て
解
散

す
る
と
い
う
。

二
〇
二
〇
年
九
月
十
八
日
、
真
野
北
村
の
庚
申
講
に
参
加

し
た
。

こ
の
日
は
講
員
で
こ
の
会
の
当
番
で
あ
る
濱
本
イ
ク
子
氏

の
自
宅
で
十
九
時
半
か
ら
講
が
行
わ
れ
た
。

講
員
は
、

濱
本
正
雄
氏
（
八
十
六
歳
）

濱
本
傳
氏
（
七
十
九
歳
）

谷
正
昭
氏
（
六
十
四
歳
）

濱
本
昌
嘉
氏（
六
十
二
歳
）（
こ
の
日
は
妻
の
粮
子
氏
が
出
席
）

濱
本
イ
ク
子
氏
（
七
十
七
歳
）

の
五
名
（
五
軒
）
で
あ
る
（
写
真
4
・
5
）。

臨
時
に
つ
く
ら
れ
る
祭
壇
は
、
写
真
に
あ
る
通
り
、
掛
け

軸
は
四
天
王
寺
と
書
か
れ
た
文
字
と
と
も
に
青
面
金
剛
が
描

か
れ
た
比
較
的
新
し
い
も
の
で
、
も
う
一
つ
は
愛
宕
講
の
も

の
で
あ
る
。こ
こ
に
集
ま
る
講
員
は
こ
の
講
を
基
本
的
に「
庚

申
講
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
四
年
ほ
ど
前
か
ら
愛
宕
講
も
重

ね
て
行
わ
れ
て
い
る
。

濱
本
正
雄
氏
と
濱
本
昌

嘉
氏
は
愛
宕
講
と
庚
申

講
の
両
講
の
講
員
で
あ

り
、
濱
本
イ
ク
子
氏
は

元
々
愛
宕
講
の
み
の
講

員
で
あ
っ
た
。現
在
は
、

愛
宕
講
も
庚
申
講
も
上

記
の
五
名
の
み
が
受
け

継
い
で
い
る
と
い
う
現

状
で
あ
る
の
で
、
庚
申

の
日
の
前
後
に
行
う
庚

申
講
と
愛
宕
講
を
同
時

に
行
う
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
。

こ
の
講
に
伝
わ
る
小

さ
な
木
箱
が
二
つ
あ

る
。
一
つ
目
の
木
箱
の

蓋
の
裏
に
は
、「
安
政

五
年
戊
午
年　

十
二
月　

庚
申
講
中
」と
記
さ
れ
、

そ
の
箱
の
中
に
は
講
が

開
か
れ
る
月
と
そ
の
月
の
当
番
の
講
員
の
名
前
が
記
入
さ
れ

た
「
月
取
表
」
と
い
う
紙
が
台
帳
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
。
最
も
古
い
月
取
表
は
、
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
の

も
の
が
あ
り
、
綺
麗
に
保
存
さ
れ
綴
ら
れ
て
い
た
。
講
の
言

い
伝
え
で
も
こ
の
年
か
ら
こ
の
講
は
始
ま
っ
た
と
い
う

（
写
真
6
）。

写真 5 庚申講の様子　二〇二〇年九月十八日 写真 4 庚申講の祭壇　二〇二〇年九月十八日の庚申講

写真 3 願生寺境内の真野北村の庚申塔
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も
う
一
つ
は
愛
宕
講
の
も
の
と
伝
わ
る
箱
で
、
中
に
は
愛

宕
講
と
大
師
講
の
帳
面
が
入
っ
て
お
り
、
当
番
の
人
物
の
名

前
と
供
物
の
記
録
や
、
講
で
行
わ
れ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ

て
い
る
。
箱
の
裏
に
は
、
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
と
い
う

庚
申
講
よ
り
も
古
い
日
時
が
記
さ
れ
て
い
た
。

北
村
の
庚
申
講
は
、
始
ま
り
の
時
間
が
は
っ
き
り
と
設
定

さ
れ
て
い
る
で
も
な
く
、
当
番
宅
に
到
着
順
か
ら
、
祭
壇
に

手
を
合
わ
せ
徐
々
に
始
ま
る
。

毎
回
は
、
日
常
の
生
活
に
お
け
る
話
が
中
心
で
、
十
四
軒

あ
る
と
い
う
北
村
会
の
話
や
、
檀
那
寺
の
行
事
の
話
な
ど
が

話
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
今
回
は
、
筆
者
が
入
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
少
し
以
前
の
庚
申
講
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

た
。以

前
は
、
七な

な
こ
う
し
ん
こ
う

庚
申
講
と
言
っ
て
、
盛
大
に
餅
つ
き
を
し
た

と
い
う
。
ま
た
、
三
十
年
ほ
ど
前
は
婦
人
会
的
な
雰
囲
気
が

あ
り
、
女
性
た
ち

の
楽
し
い
語
り
の

場
で
あ
っ
た
。
北

村
に
は
念
仏
講
が

つ
い
こ
の
前
ま
で

行
わ
れ
て
お
り
、

檀
那
寺
で
あ
る
願

生
寺
に
こ
の
講
の

講
員
の
他
、
北
村

会
の
全
員
が
集

ま
っ
て
い
た
と
い

う
。平

成
十
二
年

（
二
〇
〇
〇
）
に
誰
か
に
よ
っ
て
書
き
留
め
ら
れ
た
資
料
を

見
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
に
は
以
下
の
よ
う

な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

北
村
七
庚
申
講

（
平
成
十
二
年
十
二
月
現
在　

発
起
よ
り
二
八
五

年
）

発
起
年
…
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）

（
中
御
門
天
皇
代　

徳
川
七
代
将
軍
家
継
代
）

庚
申
講
塚
建
…
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）

（
伊
太
郎
、
源
次
郎
、
嘉
平
治
、
嘉
郎
、
傳
治
、

武
介
、
友
七
）

庚
申
塔
建
立
… 

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
四
．

二
五

（
門
次
郎
、
浅
吉
、
嘉
一
郎
、
熊
次
郎
、
清
次
郎
、

傳
治
郎
、
伊
之
助
、
鶴
松
）

現
地 　

東
照
山
願
生
寺
境
内
に
移
転
…
昭
和
四
十
一
年

（
一
九
六
六
）
三
．

現
在 
に
至
る
（
※
庚
申
講
発
起
年
よ
り
平
成
十
二
年

（
二
〇
〇
〇
）
で
二
八
五
年
を
数
え
る
）
現
在
北

村
会
住
民
で
お
ま
も
り
を
し
て
い
る

こ
の
日
の
北
村
庚
申
講
は
、
二
十
一
時
半
、
ち
ょ
う
ど
始

ま
っ
て
二
時
間
ほ
ど
で
解
散
と
な
っ
た
。

（
三
）
東
京
都
練
馬
区
の
庚
申
講

江
戸
時
代
以
降
に
広
く
全
国
で
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
庚

申
講
で
あ
る
が
、
一
般
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ

↓↓↓

る
講
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

先
述
し
た
窪
徳
忠
氏
の
『
庚
申
信
仰
の
研
究
』
に
は
多
く

の
庚
申
講
の
当
時
の
実
態
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
前
述
の

と
お
り
、
北
村
の
庚
申
講
が
庚
申
塔
を
願
生
寺
に
移
転
さ
せ

た
頃
（
昭
和
四
十
年
ご
ろ
）
の
事
例
と
し
て
、
東
京
を
中
心

に
関
東
の
郷
土
史
家
と
し
て
知
ら
れ
る
平
野
実
氏
が
、
東
京

都
練
馬
区
で
行
わ
れ
て
い
た
庚
申
講
（
当
地
で
は
庚
申
待
と

言
わ
れ
て
い
る
）
を
取
材
し
て
い
る
の
で
取
り
上
げ
て
み
た

い
。平

野
氏
は
、
著
書
『
庚
申
信
仰
［
註
３
］』
で
そ
の
庚
申
講
の

様
子
を
記
し
て
い
る
の
で
、
以
下
に
要
約
を
紹
介
す
る
。

江
戸
時
代
か
ら
続
い
て
い
る
と
い
う
昔
の
小
字
集
落
で
受

け
継
が
れ
て
き
た
講
で
、
か
つ
て
は
小
字
全
体
が
講
に
参
加

し
て
い
た
が
、
現
在
（
当
時
）
で
は
十
軒
と
な
っ
て
い
る
。

庚
申
の
夜
は
、
当
番
の
家
に
集
ま
り
、
座
敷
に
掛
け
軸
を
か

け
る
。
掛
け
軸
の
画
面
は
、
日
月
が
瑞
雲
の
上
に
描
か
れ
、

中
央
に
六
手
の
青
面
金
剛
の
像
が
、
そ
し
て
そ
の
下
に
三
猿

と
雌
雄
の
鶏
が
見
え
る
。
こ
の
講
は
仏
式
で
あ
り
、
線
香
は

立
て
る
が
、
勤
行
や
呪
文
、
そ
の
他
の
唱
え
言
な
ど
は
無
い
。

夕
食
に
蕎
麦
が
出
さ
れ
、
食
後
は
雑
談
と
な
る
。
旅
行
へ

行
っ
た
話
や
、
そ
の
時
の
失
敗
談
、
近
く
の
嫁
取
り
の
話
や
、

嫁
の
器
量
や
芸
事
の
話
、
そ
し
て
猥
談
と
も
な
る
と
盛
り
上

が
る
。
そ
の
間
に
は
、
茶
や
菓
子
が
出
さ
れ
、
信
仰
と
い
う

雰
囲
気
は
全
く
無
い
。
時
間
が
経
つ
と
、
軸
の
前
に
供
え
て

あ
る
徳
利
二
本
の
酒
を
下
げ
て
、
少
し
ず
つ
分
け
て
飲
む
。

深
夜
十
二
時
頃
に
な
る
と
白
い
米
の
ご
飯
に
、
豆
腐
の
味
噌

汁
と
い
う
夜
食
が
出
さ
れ
る
。

楽
し
い
夜
食
が
終
わ
る
と
、
こ
の
庚
申
講
は
夜
明
け
を
待
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真野北村の「庚申講」　―三〇〇年繋がってきた小さなひとつのコミュニティ― 22



た
ず
に
お
開
き
と
な
る
。
か
つ
て
は
朝
ま
で
継
続
し
て
い
た

で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
講
員
は
い
な
い
。

こ
こ
で
の
庚
申
さ
ん
は
、
口
や
目
や
耳
な
ど
の
病
気
を
祈

る
と
治
し
て
く
れ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
庚
申
さ
ん
が
ど
う

い
う
仏
さ
ん
な
の
か
、
あ
る
い
は
神
様
で
あ
る
の
か
、
ま
た
、

な
ぜ
か
つ
て
は
徹
夜
を
し
て
い
た
の
か
と
い
う
問
い
に
は
、

明
確
な
答
え
や
、
信
念
を
持
っ
て
い
る
講
員
は
一
人
も
い
な

い
。
た
だ
、
庚
申
の
夜
に
男
女
が
交
わ
っ
て
で
き
た
子
供
は

盗
人
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
避
け
る
た
め

に
一
晩
中
寝
な
い
で
い
る
と
答
え
た
者
が
あ
っ
た
と
い
う
。

こ
の
夜
の
費
用
は
、
当
番
の
家
が
酒
を
用
意
す
る
他
は
、

米
を
五
合
ず
つ
各
家
か
ら
集
め
て
ま
か
な
う
と
い
う
。

以
上
が
、
練
馬
区
で
当
時
行
わ
れ
て
い
た
庚
申
講
（
庚
申

待
）
で
あ
る
。
平
野
氏
は
、
こ
れ
は
一
例
で
あ
る
と
し
な
が

ら
、
同
著
で
「
庚
申
信
仰
の
実
情
」
と
い
う
項
で
、
関
東
地

方
の
他
の
庚
申
講
の
様
子
も
伝
え
て
い
る
。

（
四
）
全
国
各
地
の
庚
申
講

以
下
は
、
平
野
氏
の
調
査
の
要
約
で
あ
る
。

他
の
地
域
で
見
ら
れ
る
庚
申
講
は
、
庚
申
さ
ん
、
庚
申
待

な
ど
と
も
呼
ば
れ
、
そ
れ
を
開
催
す
る
頻
度
は
、
年
に
一
回

の
と
こ
ろ
や
、
年
の
は
じ
め
と
終
わ
り
の
二
回
、
な
い
し
七

回
な
ど
、
様
々
で
、
庚
申
の
日
に
限
ら
ず
都
合
の
良
い
日
に

行
わ
れ
て
い
た
り
す
る
。

出
席
者
は
、元
来
男
性
だ
け
で
あ
っ
た
が
、男
女
が
混
ざ
っ

た
講
や
、
女
性
の
み
の
講
も
あ
っ
た
。
講
を
行
う
時
は
、
仏

式
の
場
合
は
仏
壇
の
あ
る
床
の
間
な
ど
に
、
青
面
金
剛
や
帝

釈
天
の
掛
け
軸
を
掲
げ
、
神
式
の
場
合
は
猿
田
彦
の
軸
を
か

け
る
。
こ
れ
に
団
子
、
菓
子
、
花
、
線
香
な
ど
を
供
え
る
。

一
同
が
そ
ろ
う
と
、
勤
行
を
行
う
と
こ
ろ
や
般
若
心
経
を
唱

え
る
、
ま
た
庚
申
真
言
を
唱
え
る
な
ど
こ
れ
も
様
々
で
あ
っ

た
と
い
う
が
、
現
在
（
当
時
）
で
は
、
形
式
的
に
合
掌
し
た

り
、
柏
手
を
打
っ
て
拝
む
だ
け
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
以
降
は
雑
談
と
な
る
が
、「
話
は
庚
申
の
晩
に
」
と

い
う
諺
が
あ
り
、
庚
申
の
夜
は
、
基
本
が
徹
夜
で
あ
る
か
ら
、

十
分
に
時
間
が
あ
る
の
で
、
そ
の
時
に
ゆ
っ
く
り
話
そ
う
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
晩
を
利
用
し
て
、
無
尽
や
積
立
金
の
集
金
を

す
る
、
慰
安
旅
行
の
計
画
を
話
し
合
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
明

治
時
代
ま
で
は
賭
博
も
公
然
と
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
賭

博
が
現
代
の
よ
う
に
厳
し
く
取
り
締
ま
り
が
な
か
っ
た
頃

は
、
庚
申
講
の
他
に
、
月
待
講
や
、
日
待
講
、
な
ど
で
も
賭

け
事
が
行
わ
れ
て
い
た
。

そ
し
て
肝
心
な
信
仰
と
し
て
の
庚
申
さ
ん
の
御
利
益
は
、

第
一
に
長
寿
、
第
二
に
病
の
完
治
、
第
三
に
家
内
の
繁
栄
、

第
四
に
豊
作
、
第
五
に
豊
漁
、
第
六
に
商
売
繁
盛
、
第
七
に

金
銭
に
恵
ま
れ
る
と
言
う
の
が
一
般
的
だ
と
い
う
。

ま
た
庚
申
講
の
禁
忌
に
つ
い
て
は
、
肉
食
や
、
同
衾
が
最

も
よ
く
言
わ
れ
、
そ
の
他
、
裁
ち
も
の
を
し
て
は
な
ら
な
い
、

出
産
の
あ
っ
た
家
で
は
講
を
し
て
は
な
ら
な
い
な
ど
が
あ

る
。江

戸
時
代
以
降
、
庚
申
講
は
広
く
全
国
に
分
布
し
、
明
治

に
な
っ
て
初
め
て
行
う
と
こ
ろ
も
多
く
見
ら
れ
た
と
い
う
。

（
五
）
庚
申
講
に
お
け
る
七
と
い
う
数
字

北
村
の
庚
申
講
で
話
さ
れ
て
い
た
中
で
、
七
庚
申
の
話
題

が
あ
っ
た
が
、
こ
の
庚
申
講
に
お
け
る
七
と
い
う
数
字
に
つ

い
て
、
先
述
の
平
野
実
氏
の
『
庚
申
信
仰
』
と
、
飯
田
道
夫

氏
の
『
庚
申
信
仰　

庶
民
信
仰
の
実
像
［
註
４
］』
に
詳
し
く
記

さ
れ
て
い
る
の
で
、
要
約
し
て
み
た
い
。

基
本
的
に
は
、
七
庚
申
を
盛
大
に
祭
る
と
い
う
慣
習
が
一

般
的
で
、
こ
こ
か
ら
七
と
い
う
数
字
が
特
に
注
目
さ
れ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
七
庚
申
と
は
、
一
年
間
に
庚
申
の
日
が
七
回

あ
る
年
を
い
う
。
庚
申
の
日
は
十
干
十
二
支
の
六
十
種
類
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、
六
十
日
に
一
回
ま
わ
っ
て
く
る
。
し

た
が
っ
て
、
概
ね
二
ヶ
月
に
一
度
庚
申
の
日
が
来
る
計
算
に

な
る
が
、
そ
う
単
純
で
は
な
い
。
江
戸
時
代
の
暦
は
太
陰
暦

（
旧
暦
）で
あ
り
、二
十
九
日
の
月
と
三
十
日
の
月
に
分
か
れ
、

約
三
年
に
一
度
の
閏
月
な
ど
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

多
少
変
則
的
に
七
回
庚
申
の
日
が
巡
る
年
が
あ
る
。
ま
た
、

年
に
五
回
の
み
庚
申
日
が
や
っ
て
く
る
年
は
五
庚
申
と
呼
ば

れ
て
い
る
が
、
七
庚
申
の
年
よ
り
回
数
は
か
な
り
少
な
い
。

慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
か
ら
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）

ま
で
の
二
六
七
年
の
間
に
、
七
庚
申
の
年
は
、
三
十
九
回
あ

り
、
五
庚
申
の
年
は
十
七
回
で
あ
る
。
七
庚
申
の
年
は
平
均

す
る
と
七
年
に
一
回
や
っ
て
く
る
計
算
に
な
る
が
、
先
述
の

通
り
、
不
規
則
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
七
庚
申
は
珍
し

い
と
い
う
こ
と
で
、
特
に
盛
大
に
祭
り
を
行
う
と
い
う
慣
習

が
生
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
ち
な
み
に
五
庚
申
の
祭
り
は
特

に
み
ら
れ
な
い
。

七
と
い
う
数
字
に
つ
い
て
も
う
少
し
述
べ
て
み
る
と
、「
庚

申
の
夜
に
は
、
七
色
菓
子
を
供
え
る
」「
庚
申
講
は
七
人
待

衆
と
い
う
七
人
で
結
成
す
る
」「
庚
申
の
夜
は
、
七
度
勤
行

を
行
う
」「
夜
食
を
七
度
と
る
」
な
ど
が
あ
り
、
窪
氏
の
庚

23 成安造形大学附属近江学研究所 紀要　第 10 号



申
信
仰
に
お
け
る
供
物
の
報
告
に
も
「
七
種
の
色
ば
な
」「
う

ど
ん
・
油
揚
げ
・
に
ん
じ
ん
、
ぜ
ん
ま
い
の
あ
え
も
の
・
天

ぷ
ら
・
麩
な
ど
七
種
の
御
馳
走
」「
七
個
の
団
子
」「
七
個
の

餅
」「
七
個
の
握
飯
」
な
ど
七
に
関
す
る
全
国
各
地
の
供
物

が
多
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
窪
氏
は
な
ぜ
七
な
の
か

と
い
う
見
解
は
述
べ
て
い
な
い
が
、
飯
田
氏
は
、
七
と
い
う

数
字
に
つ
い
て
天
台
宗
と
の
関
わ
り
を
指
摘
し
て
い
る
。
七

の
尊
重
は
北
辰
崇
拝
に
由
来
し
、
北
斗
七
星
も
そ
こ
に
含
ま

れ
る
。
比
叡
山
延
暦
寺
が
北
方
鎮
護
を
自
認
し
て
お
り
、
山

頂
の
「
七
星
降
臨
処
」
を
聖
蹟
と
し
て
い
る
。
ま
た
山
王
諸

社
が
「
山
王
七
社
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
も
無
視
で

き
な
い
と
し
て
い
る
。

民
俗
学
者
五
来
重
氏
も
、
そ
の
著
書
［
註
５
］
で
「
庚
申
待
に

は
七
色
菓
子
を
あ
げ
、
庚
申
待
は
暮
七
ツ
時
（
午
後
四
時
）

か
ら
明
七
ツ
時
（
午
前
四
時
）
ま
で
と
い
い
、
功
徳
は
『
七

難
即
滅
七
福
即
生
』
と
い
う
。
…
中
略
…
そ
の
い
わ
れ
は
、

『
庚
』
が
十
干
の
七
番
目
だ
と
言
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ

は
猿
を
（
申
）
を
ま
つ
る
日
吉
（
比
叡
）
山
王
社
が
上
七
社
、

中
七
社
、
下
七
社
の
二
十
一
社
か
ら
成
る
こ
と
に
よ
る
も
の

で
あ
ろ
う
」
と
し
て
い
る
。

庚
申
信
仰
の
広
が
り
が
、
天
台
寺
門
宗
総
本
山
三
井
寺
の

修
験
者
に
よ
る
も
の
と
の
指
摘
も
こ
こ
で
う
な
ず
け
る
こ
と

か
も
し
れ
な
い
。

第
三
章　

講
と
い
う
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（
一
）
庚
申
講
の
目
的
の
変
化

現
在
真
野
北
村
の
庚
申
講
に
は
ど
の
よ
う
な
祈
り
が
込
め

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
柳
田
國
男
は
、
日
本
に
お
け

る
庚
申
信
仰
は
、
最
も
慎
し
み
深
い
も
の
で
、
心
と
身
を
清

め
て
、
悪
念
を
遠
ざ
け
、
一
夜
を
神
の
前
に
参
籠
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
団
体
共
同
の
幸
福
を
得
よ
う
と
し
て
い
た
と
解

釈
し
て
い
る
。

家
族
の
延
命
長
寿
、
五
穀
豊
穣
、
疫
病
退
散
な
ど
、
講
員

と
そ
の
家
族
と
い
う
共
同
体
の
幸
福
を
祈
っ
て
き
た
に
違
い

な
い
。
そ
れ
も
三
〇
〇
年
の
歴
史
を
持
つ
の
で
あ
る
。

三
〇
〇
年
以
上
、
二
ヶ
月
に
一
度
講
員
の
先
祖
は
集
ま
り
、

親
交
を
深
め
る
と
同
時
に
過
去
・
現
在
・
未
来
の
幸
福
を
祈
っ

て
来
た
の
で
あ
る
。

先
述
し
た
窪
氏
の
三
十
三
編
に
及
ぶ
「
庚
申
縁
起
」
の
中

に
は
、
逆
修
的
な
自
ら
の
魂
の
行
く
末
を
案
じ
て
祈
る
こ
と

や
、
三
尸
の
虫
を
体
内
か
ら
出
さ
な
い
こ
と
で
、
自
ら
の
寿

命
を
少
し
で
も
長
く
保
ち
た
い
と
い
う
、
非
常
に
個
人
的
な

祈
り
を
み
ん
な
で
共
有
す
る
と
い
う
内
容
が
み
ら
れ
た
。
庚

申
信
仰
が
広
ま
り
を
見
せ
た
江
戸
時
代
初
期
に
は
、
柳
田
が

言
う
よ
う
な
共
同
体
の
幸
福
の
た
め
の
祈
り
と
い
う
わ
け
で

は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
時
代
が
降
る
と
と
も
に
そ
の
内
容
は
地
域
ご
と

に
ま
た
時
代
ご
と
に
変
化
し
、
昭
和
期
の
東
京
都
練
馬
区
に

お
け
る
平
野
氏
の
報
告
で
は
、
六
道
に
お
け
る
死
後
の
魂
の

行
く
末
や
三
尸
の
虫
の
話
は
一
切
な
く
、
真
野
北
村
で
行
わ

れ
て
い
る
内
容
と
大
き
く
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
も
見
え
た
。

元
来
、
庚
申
講
に
は
、
延
命
長
寿
な
ど
の
祈
り
の
部
分
と
、

集
団
で
行
う
娯
楽
的
な
も
の
が
共
存
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ

る
が
、
明
治
以
降
、
近
代
に
入
る
と
信
仰
の
面
が
次
第
に
薄

れ
、
共
同
体
の
楽
し
み
の
た
め
に
盛
り
上
が
っ
て
き
た
よ
う

に
見
え
る
。
そ
し
て
、
高
度
経
済
成
長
期
以
降
は
、
都
会
へ

の
通
勤
や
夜
の
残
業
、夜
間
の
娯
楽
が
一
般
化
す
る
な
ど
し
、

一
時
は
家
を
守
る
女
性
の
楽
し
み
と
し
て
庚
申
講
に
女
性
が

集
ま
る
こ
と
に
な
る
時
期
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
近
年
は
、

そ
の
講
の
役
割
も
見
え
な
く
な
り
、
ほ
と
ん
ど
の
庚
申
講
は

姿
を
消
し
て
い
っ
た
。

（
二
）
真
野
北
村
の
庚
申
講
の
一
夜

二
〇
二
〇
年
九
月
の
取
材
時
に
語
ら
れ
た
言
葉
を
以
下
に

記
す
。

「
息
子
が
こ
れ
を
続
け
て
く
れ
る
か
全
く
不
明
。」

「
や
め
る
と
不
幸
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。」

「
お
し
ゃ
べ
り
が
好
き
な
の
で
こ
ん
な
機
会
が
あ
る
の
は
嬉

し
い
。」

「
三
〇
〇
年
も
続
い
て
い
る
と
は
信
じ
ら
れ
へ
ん
な
」

「
や
め
る
の
は
簡
単
。
ご
近
所
が
寄
り
合
う
こ
と
は
、
こ
の

庚
申
さ
ん
を
除
い
て
今
は
ほ
ぼ
な
い
。
寄
っ
て
い
る
と
い
ろ

ん
な
話
が
で
き
る
の
で
良
い
こ
と
だ
と
思
う
。」

「
庚
申
講
は
続
か
へ
ん
な
。
お
寺
の
仏
さ
ん
ご
と
も
そ
う
や
。

若
い
も
ん
が
し
ょ
う
ら
へ
ん
。
墓
守
る
ん
も
大
変
や
。
体
い

わ
し
た
ら
で
き
ひ
ん
。
墓
の
こ
と
わ
し
ら
が
死
ん
だ
ら
何
も

で
き
ひ
ん
。」

「
庚
申
さ
ん
も
説
明
の
し
よ
う
が
な
い
の
で
ど
う
し
て
良
い

か
わ
か
ら
へ
ん
。
コ
ロ
ナ
の
こ
と
で
、
葬
式
も
省
略
さ
れ
て

い
る
。
そ
う
は
い
う
も
の
の
愛
宕
さ
ん
の
横
の
地
蔵
さ
ん
は

い
つ
も
ふ
み
え
さ
ん
が
面
倒
見
て
く
れ
て
い
る
。
あ
り
が
た

い
こ
と
や
。」

「
昔
は
観
音
講
が
楽
し
か
っ
た
。
今
は
お
葬
式
も
家
で
し
い

真野北村の「庚申講」　―三〇〇年繋がってきた小さなひとつのコミュニティ― 24



ひ
ん
。
セ
レ
マ
で
や
る
の
で
、
ご
詠
歌
を
あ
げ
る
こ
と
も
無

く
な
っ
た
。」

「
正
直
、
庚
申
さ
ん
は
若
い
人
に
続
け
て
も
ら
い
た
い
。」

「
今
ま
で
庚
申
さ
ん
に
関
心
が
な
か
っ
た
け
ど
、
こ
う
や
っ

て
取
材
し
て
く
れ
は
っ
て
、
講
の
意
味
が
わ
か
っ
て
き
た
。

昔
は
お
母
さ
ん
が
行
っ
て
い
た
の
で
女
性
の
講
や
と
思
っ
て

い
た
。
わ
い
わ
い
集
ま
っ
て
た
の
が
楽
し
か
っ
た
と
お
ば
あ

さ
ん
も
言
っ
て
た
。」

「
庚
申
さ
ん
も
で
き
る
だ
け
の
こ
と
し
た
ら
良
い
け
ど
、
ど

う
し
た
ら
続
け
ら
れ
る
か
わ
か
ら
へ
ん
な
。
み
ん
な
長
生
き

し
て
く
だ
さ
い
。」

「
う
ち
は
嫁
さ
ん
も
あ
ま
り
興
味
な
い
。
掛
け
軸
か
け
て
み

ん
な
集
ま
る
だ
け
の
行
事
。
何
の
意
味
が
あ
る
の
か
な
。」

月
取
り
表
に
よ
っ
て
、
講
が
三
〇
〇
年
続
い
て
き
た
と
証

明
で
き
る
奇
跡
は
、
客
観
的
に
我
々
研
究
者
か
ら
見
る
と
大

変
貴
重
な
話
で
あ
り
興
味
深
く
思
う
が
、
当
事
者
で
あ
る
講

員
た
ち
は
、
特
に
そ
れ
に
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
も
、
大
切

な
風
習
で
あ
る
と
い
う
意
識
も
あ
ま
り
無
い
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
、
こ
の
後
、
ど
の
よ
う
に
講
を
継
承
し
て
い
く
の
か

と
い
う
切
実
な
心
配
が
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
は
、
講
に
限
っ

た
こ
と
で
は
な
く
お
墓
の
問
題
や
、
共
有
地
の
管
理
な
ど
、

次
の
世
代
が
ど
の
よ
う
に
引
き
継
い
で
く
れ
る
か
に
つ
い
て

の
危
惧
で
あ
る
。
誰
一
人
、
こ
の
講
が
不
必
要
で
あ
る
と
い

う
認
識
は
な
く
、
先
祖
が
続
け
て
き
た
こ
と
を
絶
や
し
て
は

い
け
な
い
と
い
う
気
持
ち
と
、
講
が
存
在
す
る
こ
と
で
、
親

戚
で
も
無
い
五
軒
の
家
が
、
講
で
つ
な
が
っ
た
地
縁
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
大
切
さ
を
強
く
感
じ
て
い
る
こ
と
は
理
解
で

き
た
。

お
わ
り
に
（
ま
と
め
に
か
え
て
）

今
年
の
北
村
の
庚
申
講
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
五

月
と
七
月
は
中
止
と
な
っ
た
と
い
う
。
濱
本
イ
ク
子
さ
ん
は

「
九
月
は
よ
う
や
く
開
催
で
き
た
が
、
な
ん
と
か
今
後
も
続

け
た
い
。」
と
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
語
ら
れ
て
い
た
。
庚
申

講
の
木
箱
が
新
調
さ
れ
た
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
は
、
コ

レ
ラ
が
日
本
に
蔓
延
し
た
年
で
あ
る
。
単
な
る
偶
然
か
も
し

れ
な
い
が
、
疫
病
退
散
の
意
味
を
込
め
て
新
調
さ
れ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
社
会
シ
ス
テ
ム
の
一
部
が
機
能
し
な
く
な
る
中
で
、

家
族
と
い
う
最
小
単
位
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
大
切
さ
が
叫
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

二
〇
二
〇
年
の
十
一
月
に
も
講
が
開
か
れ
た
が
、
そ
こ
で

は
、
過
去
に
起
こ
っ
た
北
村
の
あ
る
高
齢
者
の
徘
徊
事
象
の

経
緯
が
語
ら
れ
、
行
方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
本
人
の
家
族

と
と
も
に
、
周
辺
の
人
た
ち
が
様
々
に
連
絡
を
取
り
合
い
無

事
保
護
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
ま
た
、
近
年
は
台
風

の
被
害
が
酷
く
、
日
常
的
に
地
震
等
も
含
め
災
害
に
地
域
で

備
え
る
こ
と
が
必
要
だ
。
高
齢
に
な
る
と
、
夫
婦
だ
け
で
は

何
も
で
き
な
い
。
何
か
あ
っ
た
と
き
に
自
分
た
ち
の
存
在
を

わ
か
っ
て
い
て
、
す
ぐ
に
対
応
し
て
く
れ
る
地
域
の
人
た
ち

の
存
在
が
必
要
だ
と
い
う
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
が
大
切

な
話
が
出
て
い
た
。

現
代
の
地
域
社
会
に
お
い
て
は
、
自
治
会
、
い
わ
ゆ
る
町

内
会
の
関
わ
り
に
つ
い
て
自
治
会
へ
の
未
加
入
や
、
防
災
対

策
、
空
き
家
問
題
、
高
齢
者
の
独
居
な
ど
、
様
々
な
問
題
が

浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
。
自
治
会
が
機
能
し
て
解
決
で
き
る

も
の
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
が
、
一
軒
の
家
が
、
自
治
会
だ
け
で

な
く
複
数
の
繋
が
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で

あ
る
。

三
〇
〇
年
の
伝
統
を
ど
う
引
き
つ
ぐ
か
と
い
う
方
法
を
考

え
る
と
い
う
よ
り
も
、
庚
申
講
の
よ
う
な
、
深
い
絆
で
結
ば

れ
た
地
縁
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
、
一
つ
の
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
、
今
一
度
目
を
向
け
る

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
改
め
て
思
う
の
で
あ
る
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
北
村
庚
申
講
の
皆
さ
ん
。
そ
し
て
、
取
材
に
同
行
い

た
だ
い
た
大
津
市
歴
史
博
物
館
の
和
田
光
生
学
芸
員
、
高
橋

大
樹
学
芸
員
に
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。

註
１
． 

窪
徳
忠
『
庚
申
信
仰
の
研
究　

日
中
宗
教
文
化
交
渉
史
』

一
九
六
一
年　

日
本
学
術
振
興
会

窪
徳
忠
『
庚
申
信
仰
の
研
究
』
一
九
六
三
年　

帝
国
書
院

２
． 

成
安
造
形
大
学
附
属
近
江
学
研
究
所
『
文
化
誌
「
近
江
学
」
創

刊
号
』
二
〇
〇
九
年　

サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版

３
． 

平
野
実
『
庚
申
信
仰
』
一
九
六
九
年　

角
川
選
書

４
． 

飯
田
道
夫
『
庚
申
信
仰　

庶
民
宗
教
の
実
像
』
一
九
八
九
年　

人
文
書
院

５
． 

五
来
重
『
石
の
宗
教
』
一
九
八
八
年　

角
川
書
店
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Name:

Ryo ISHIKAWA

Title:

Omi’s “futokoro”: Part four

Summary:

Using a survey of an area in Shiga called Shukubamachi I will examine topics such as 

“techniques” and their “spirit” in order to answer the questions, “Why have these particular 

techniques been preserved and passed down?” and “What special value were they perceived to 

encompass?” I will also look at why these examples are so limited.

「
近
江
の
懐
」
と
は
「
命
の
水
の
周
辺
に
あ
る
暮
ら
し
の

中
か
ら
活
き
づ
く
生な

り
わ
い業

」
そ
し
て
そ
の
「
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高

い
手
技
や
精
神
」
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
主
に
近
江
（
滋

賀
県
）
の
主
要
な
街
道
沿
い
に
あ
る
宿
場
町
や
門
前
町
な
ど

を
訪
れ
、
そ
の
場
で
起
こ
る
独
特
の
魅
力
を
見
つ
け
出
す
こ

と
を
心
が
け
て
い
る
。

四
回
目
と
な
る
「
近
江
の
懐
を
め
ぐ
る
」
は
二
〇
一
九
年

の
暮
れ
、
冬
の
中
山
道
沿
い
の
近
江
商
人
発
祥
の
地
の
一
つ

と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
東
近
江
市
五
個
荘
、
中
で
も
最
大
の
集

落
で
あ
る
宮
荘
の
取
材
か
ら
始
ま
る
。
年
が
明
け
二
〇
二
〇

年
二
月
上
旬
に
も
う
一
度
こ
の
地
を
訪
れ
た
時
は
既
に
マ
ス

ク
を
装
着
し
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
私
は
取
材
を
す

る
中
で
現
地
人
と
会
い
、対
話
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
る
。

そ
れ
は
自
身
が
感
じ
た
そ
の
地
の
魅
力
や
気
づ
き
に
対
し
、

現
地
人
の
見
え
方
、
感
じ
方
を
聞
き
出
す
こ
と
に
あ
る
。
例

え
ば
現
地
で
長
年
受
け
継
が
れ
て
き
た
「
モ
ノ
」
や
「
行
事
」

に
出
会
っ
た
時
、
そ
の
意
味
や
理
由
を
知
と
し
て
捉
え
る
以

上
に
、
何
か
独
特
の
不
思
議
さ
、
奇
妙
さ
、
滑
稽
さ
と
で
も

言
お
う
か
、
そ
ん
な
感
覚
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
れ
ら
は
あ

た
か
も
唯
一
無
二
の
彫
刻
の
よ
う
に
見
え
、
そ
れ
は
地
域
で

長
年
育
ま
れ
て
き
た
感
覚
と
捉
え
て
い
る
。

し
か
し
、
二
月
上
旬
の
取
材
を
境
に
二
〇
二
〇
年
は
現
地

人
と
会
う
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
。
こ
の
文
書
を
ま
と
め
て

い
る
二
〇
二
一
年
一
月
時
点
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡

大
の
三
波
が
迫
り
、
二
〇
二
〇
年
の
四
月
に
緊
急
事
態
宣
言

が
出
さ
れ
て
以
降
、
首
都
圏
や
都
市
圏
に
お
い
て
二
度
目
の

宣
言
が
発
出
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
全
世
界
を
覆
い
、
そ
の

脅
威
か
ら
行
動
自
粛
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
当
然
、

「
近
江
の
懐
め
ぐ
り
」は
困
難
に
な
る
。そ
れ
だ
け
で
は
無
い
。

私
が
勤
務
す
る
大
学
の
授
業
に
お
い
て
も
四
月
五
月
は
休

講
、
六
月
か
ら
感
染
リ
ス
ク
を
避
け
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を

行
う
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
事
態
と

な
っ
た
。
七
月
に
入
っ
て
か
ら
マ
ス
ク
装
着
、
手
指
消
毒
を

徹
底
し
、
密
閉
、
密
集
、
密
接
と
い
わ
ゆ
る
「
三
密
」
を
避

け
る
生
活
が
始
ま
る
。
手
探
り
で
は
あ
る
が
、
漸
く
近
場
か

ら
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
か
ら
始
め
る
こ
と
に
な
り
、
地
域

実
践
領
域
一
年
生
の
演
習
授
業
で
は
大
学
の
近
隣
で
あ
る

「
仰
木
」
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
間
、
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
の
経
験
の
な
い
我
々
は
自
宅
に
篭
る
生
活
が
続
く
。
こ
れ

ほ
ど
ま
で
も
の
長
期
間
、
自
宅
に
居
続
け
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
こ
と
も
身
に
し
み
て
経
験
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
仰

木
の
里
（
一
九
九
〇
年
代
か
ら
宅
地
開
発
が
始
ま
っ
た
仰
木

の
東
側
に
広
が
る
新
興
住
宅
地
）」
に
居
住
す
る
私
は
四
月

二
日
か
ら
六
月
十
日
ま
で
の
ほ
ぼ
毎
日
、
仰
木
へ
の
散
歩
を

始
め
、
カ
メ
ラ
を
持
参
し
て
思
う
が
ま
ま
に
、
目
の
前
に
映

る
風
景
や
事
物
を
撮
影
し
た
。
そ
れ
は
今
後
の
行
く
末
が
予

測
し
き
れ
な
い
歯
痒
さ
と
、
自
身
の
日
々
の
心
境
の
変
化
を
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記
録
す
る
こ
と
に
あ
る
。
十
週
間
に
わ
た
る
記
録
か
ら
毎
日

の
散
歩
で
通
い
続
け
た
仰
木
の
拠
り
所
「
小
椋
神
社
」
そ
の

参
道
に
位
置
す
る
「
山
地
神
社
」
は
、
私
の
モ
ヤ
モ
ヤ
す
る

気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
、
自
分
自
身
と
向
き
合
う
時
間
と

な
っ
た
。
そ
の
拠
り
所
を
「
仰
木
の
杜
」
と
題
し
、
近
江
の

懐
め
ぐ
り
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
身
の
精
神
の
「
回
復
」

か
ら
始
め
る
こ
と
に
し
た
。

七
月
に
入
っ
て
様
々
な
地
域
か
ら
集
ま
っ
た
学
生
と
一
緒

に
歩
き
出
し
た
仰
木
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
お
い
て
は
、

対
面
で
き
る
こ
と
の
喜
び
と
、
仰
木
の
晴
れ
渡
る
空
と
風
景

が
精
神
の
「
回
復
」
へ
と
導
い
て
く
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
暮
ら
し
最
後
の
取
材
と
な
っ
た
「
五
個

荘
の
宮
荘
」
と
、
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
「
自
身
で
見
つ
め
る

仰
木
」
と
「
学
生
と
共
に
見
つ
め
る
仰
木
」
の
三
つ
の
懐
を

紹
介
し
た
い
。

一
、
宮み
や

荘し
ょ
う

の
普
段
着

二
〇
一
九
年
の
冬
、
こ
こ
数
年
、
年
の
瀬
に
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
す
る
こ
と
が
恒
例
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
師
走

の
繁
忙
期
か
ら
、
一
瞬
解
放
さ
れ
、
多
く
は
郷
里
の
実
家
に

戻
る
時
間
で
あ
る
。
一
年
の
溜
ま
っ
た
汚
れ
を
落
と
し
、
新

し
い
年
を
迎
え
る
準
備
は
、
自
身
を
見
つ
め
直
し
、
冷
静
さ

を
取
り
戻
す
時
間
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
時

間
に
、
私
は
家
の
大
掃
除
を
一
旦
中
止
し
て
「
近
江
の
懐
」

に
潜
り
込
む
の
が
好
き
だ
。
日
常
か
ら
ハ
レ
の
日
へ
、
少
し

ず
つ
変
化
し
て
い
く
近
江
を
見
る
の
は
、
普
段
、
気
に
も
留

め
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
ら
わ
に
な
っ
て
く
る
。
今
回
は
「
懐

の
横
綱
」
と
も
い
う
べ
き
、
街
道
（
中
山
道
）
か
ら
少
し
は

ず
れ
た
街
、
五
個
荘
を
訪
れ
た
。

五
個
荘
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
近
江
商
人
発
祥
の
地
の

一
つ
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
今
日
も
商
人
屋
敷
を
残
す
街
並

み
は
、
そ
の
景
観
が
保
た
れ
、
中
で
も
金
堂
地
区
は
、
重
要

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
指
定
（
平
成
十
年
十
二
月

二
十
五
日
）
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
数
回
訪
れ
、
そ
こ

で
感
じ
る
五
個
荘
の
街
並
み
の
印
象
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落

の
中
心
に
杜
（
神
社
）
が
あ
り
、
そ
れ
を
囲
む
よ
う
に
し
て

街
が
形
成
さ
れ
て
い
る
様
に
み
え
て
い
る
。
以
前
湧
水
探
索

（
鳰
戸
霊
泉
／
齢
仙
寺
）で
訪
問
し
た
中
地
区
は
、小
幡
神
社
。

学
生
と
街
並
み
紹
介
の
映
像
制
作
で
訪
れ
た
金
堂
地
区
は
大

城
神
社
が
あ
り
、
今
回
訪
れ
た
宮
荘
地
区
も
中
心
に
五
箇
神

社
が
鎮
座
し
て
い
る
（
写
真
1
）。
古
代
条
里
制
が
残
っ
て

お
り
、
碁
盤
の
目
に
沿
う
形
の
街
並
み
は
、
ど
こ
の
集
落
も

景
色
が
似
て
い
る
印
象
だ
。次
に
五
個
荘
の
名
前
で
あ
る
が
、

鳥
羽
院
政
期
（
一
一
二
九
〜
一
一
五
六
）、
繖
山
東
麓
に
あ
っ

た
荘
園
「
山や

ま

前ま
え

荘
」
が
「
山
前
五
個
荘
」
と
称
さ
れ
た
こ
と

に
由
来
す
る
。
そ
の
主
要
な
五
つ
の
荘
園
の
一
つ
、
北
荘
が

現
在
の
宮
荘
付
近
で
あ
る
。

こ
の
日
は
能
登
川
か
ら
県
道
五
十
二
号
を
南
東
方
向
へ
進

み
、
途
中
で
直
角
に
右
折
し
て
、
五
個
荘
の
集
落
に
入
っ
た
。

五
箇
神
社
の
西
側
を
通
り
過
ぎ
る
頃
、
角
地
の
仏
閣
で
大
人

が
数
人
、暮
れ
の
大
掃
除
を
し
て
い
る
の
が
見
え
た
。チ
ラ
ッ

と
覗
く
と
石
仏
が
目
に
入
り
、
思
わ
ず
足
を
止
め
て
し
ま
っ

た
。
す
る
と
「
良
か
っ
た
ら
中
へ
」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ

い
た
。
早
速
、「
懐
へ
」
と
思
い
、
お
邪
魔
す
る
と
、
堂
内

に
は
上
宮
太
子
（
聖
徳
太
子
）
の
作
と
言
わ
れ
る
木
彫
座
像

の
大
日
如
来
と
石
仏
立
像
阿
弥
陀
三
尊
と
地
蔵
菩
薩
が
安
置

さ
れ
、
地
域
信
仰
の
拠
り
所
と
な
っ
て
い
る
（
写
真
2
）。

煤
払
い
が
終
わ
り
、
正
月
飾
り
が
施
さ
れ
る
際
の
ひ
と
時
に

長
年
こ
の
地
域
の
お
世
話
を
さ
れ
て
き
た
五
箇
神
社
氏
子
総

代
長
の
高た

か

田だ

勇い
さ
む

さ
ん
に
お
話
を
伺
う
と
、
こ
こ
は
寶ほ

う
こ
う
あ
ん

光
庵
、

通
称
大
日
堂
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
の
こ
と
（
写
真
3
）。
神

仏
分
離
の
頃
、
五
箇
神
社
の
本
地
仏
と
言
わ
れ
る
像
を
隣
接

地
に
移
動
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
明
治
二
十
二
年

（
一
八
八
九
）
現
在
地
に
移
築
さ
れ
た
と
伝
わ
っ
て
い
る
そ

う
だ
。
地
元
の
人
々
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
の
信
仰
、
拠
り
所

と
し
て
何
ら
変
わ
ら
ず
、
大
事
に
思
う
気
持
ち
が
今
日
も
、

受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。
仏
前
で
合
掌

し
て
帰
途
の
用
意
を
し
て
い
る
と
、
高
田
さ
ん
の
差
し
出
し

た
一
枚
の
写
真
が
目
に
入
っ
た
。
そ
れ
は
毎
年
四
月
の
第
二

日
曜
日
に
行
わ
れ
る
五
箇
祭
、
例
大
祭
日
の
大
神
輿
を
担
ぐ

場
面
で
あ
る
（
写
真
4
）。
そ
の
神
輿
は
周
囲
の
景
色
と
比

較
し
て
か
な
り
大
き
く
見
え
、
た
く
さ
ん
の
大
人
が
担
い
で

い
る
の
が
わ
か
る
。
聞
く
と
日
本
最
大
級
の
大
神
輿
と
呼
ば

れ
て
お
り
、
長
さ
八
・
四
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
三
・
八
メ
ー
ト

ル
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
着
工
し
て
六
年
の
歳
月
を
か

け
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
に
完
成
し
た
と
さ
れ
る
。
担

ぎ
手
は
八
十
人
以
上
必
要
と
あ
り
、
並
々
な
ら
ぬ
大
き
さ
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
私
は
担
ぎ
手
が
着
て
い
る
衣

装
に
着
目
し
た
。
近
江
で
よ
く
目
に
す
る
神
輿
の
担
ぎ
手
の

衣
装
は
、
上
半
身
は
腹
巻
に
法
被
、
下
半
身
は
半
股
と
足
袋

姿
で
、
全
て
白
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。
私
の
地
元
で
行
う
仰

木
祭
で
は
、
そ
れ
に
豆
鉢
巻
や
赤
、
青
、
黄
な
ど
の
鉢
巻
を
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頭
や
首
元
、
足
首
に
巻
い
て
派
手
に
見
せ
て
い
る
。
さ
ら
に

仰
木
は
中
世
に
祭
の
起
源
を
た
ど
る
こ
と
か
ら
、
役
職
に
つ

く
人
は
素す

襖お
う

（
室
町
期
の
武
家
装
束
、
江
戸
中
期
は
下
級
武

士
の
礼
装
）
を
着
用
し
て
い
る
。
ま
た
裃
着
用
は
近
江
の
祭

り
で
目
に
す
る
こ
と
が
多
い
。
高
田
さ
ん
に
衣
装
の
こ
と
を

聞
く
と
「
こ
れ
は
近
江
商
人
の
行
商
に
行
く
時
の
服
で
す
。」

と
返
事
が
返
っ
て
き
た
。
上
半
身
は
紺
色
の
羽
織
に
腰
巻
、

下
半
身
は
白
い
股
引
に
紺
色
の
脚
絆
を
巻
き
、
草
鞋
を
履
い

て
い
る
。「
み
ん
な
が
持
っ
て
い
る
揃
い
の
服
で
、
普
段
着

で
す
。」
と
付
け
加
え
ら
れ
た
（
写
真
5
）。
祭
の
話
を
す
る

高
田
さ
ん
は
誇
ら
し
く
、
年
に
一
度
の
例
大
祭
は
ハ
レ
の
日

で
あ
り
、
こ
の
日
の
為
に
日
々
が
あ
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き

た
。
私
は
こ
の
よ
う
な
慣
習
を
受
け
継
ぐ
伝
統
と
精
神
を
本

当
に
羨
ま
し
く
思
う
。
そ
の
日
は
帰
途
に
つ
く
、
ガ
チ
ャ
コ

ン
電
車
の
異
名
を
持
つ
近
江
鉄
道
に
五
箇
荘
駅
か
ら
乗
車

し
、
暮
れ
ゆ
く
東
近
江
を
車
窓
よ
り
眺
め
つ
つ
、
一
旦
、
懐

か
ら
抜
け
出
た
。

ひ
と
月
ほ
ど
し
て
、
高
田
さ
ん
と
連
絡
を
取
る
こ
と
が
で

き
た
。
そ
の
日
は
暖
冬
が
続
く
中
で
、
目
の
覚
め
る
よ
う
な

寒
波
が
押
し
寄
せ
、
東
近
江
一
帯
は
白
い
風
景
に
様
変
わ
り

し
て
い
た
。
再
び
大
日
堂
に
あ
げ
て
も
ら
い
、
合
掌
し
た
後
、

祭
装
束
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
は
先
代
か
ら
引
き
継

が
れ
て
、
現
在
も
息
子
さ
ん
が
使
用
す
る
現
役
の
近
江
商
人

の
「
行
商
の
姿
」
で
あ
る
。
同
席
し
て
い
た
だ
い
た
長
年
、

地
域
振
興
に
努
め
て
こ
ら
れ
た
諏す

わ訪
一か

ず

男お

さ
ん
の
話
で
は

「
行
商
か
ら
戻
っ
て
、
祭
り
で
神
輿
を
担
ぎ
、
終
わ
る
と
、

そ
の
ま
ま
行
商
に
出
た
ん
で
す
わ
！
」
と
、
羽
織
の
細
部
を

見
て
い
る
と
手
縫
い
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
脚
絆
も
今
日

で
は
揃
え
る
の
が
難
し
い
よ
う
だ
。
こ
の
よ
う
に
モ
ノ
が
伝

え
る
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
に
こ
そ
、
歴
史
を
伝
え
る
説
得
力
を
感

じ
る
。
五
箇
の
名
は
「
五
穀
に
恵
ま
れ
な
い
土
地
」
か
ら
始

ま
り
、
五
箇
神
社
は
「
五
箇
の
森
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
こ

こ
に
地
名
の
起
源
が
あ
る
と
も
伝
わ
っ
て
い
る
（
写
真
6
）。

明
治
五
年
に
北
ノ
荘
村
か
ら
宮
荘
村
に
改
称
さ
れ
、
五
個
荘

町
宮
荘
と
な
っ
た
。
平
成
十
七
年
の
大
合
併
時
に
、
自
治
会

の
合
議
制
に
よ
り
宮
荘
は
五
個
荘
の
名
を
つ
け
な
い
事
と

し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

な
お
、宮
荘
の
歴
史
詳
細
は
諏
訪
氏
か
ら
の
聞
き
取
り
と
、

開
設
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
参
考
と
な
っ
て
い
る
。さ
ら
に
、

二
〇
一
三
年
に
『
先
人
・
悠
久
の
あ
ゆ
み
宮
荘
町
歴
史
（
誌
）

年
表
』
の
発
刊
、
二
〇
一
八
年
に
は
、
四
年
の
歳
月
を
か
け

五
箇
神
社
の
歴
史
を
ま
と
め
た
歴
史
誌
『
鎮
守
の
神
様　

五

箇
神
社
の
歴
史
（
誌
）
と
宝
物
』
共
に
諏
訪
氏
の
編
集
に
よ

り
発
刊
さ
れ
て
い
る
（
写
真
7
）。
神
社
に
保
管
さ
れ
て
い

た
千
冊
以
上
に
及
ぶ
古
文
書
と
資
料
を
ま
と
め
編
集
さ
れ
て

お
り
、
懐
の
奥
深
さ
に
圧
倒
さ
れ
る
。

石
仏
が
チ
ラ
ッ
と
見
え
た
こ
と
か
ら
祭
衣
装
に
転
じ
、
深

い
懐
に
ど
っ
ぷ
り
と
浸
か
っ
て
し
ま
っ
た
。

高
田
、
諏
訪
両
氏
に
は
、
こ
の
地
の
起
源
か
ら
、
古
代
条

里
制
、
水
争
い
の
記
録
、
学
校
教
育
、
祭
り
な
ど
、
そ
の
詳

細
に
至
る
様
々
な
お
話
を
し
て
い
た
だ
い
た（
写
真
8
）。「
五

穀
に
恵
ま
れ
な
い
土
地
」
か
ら
行
商
に
出
て
、
街
道
を
行
き

来
す
る
。
生
身
で
世
相
を
感
じ
、
時
の
政
に
翻
弄
さ
れ
な
い
、

自
前
の
判
断
で
暮
ら
し
を
持
続
す
る
態
度
こ
そ
、
近
江
人
の

姿
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
普
段
着
は
そ
の
こ
と
を
切
に

伝
え
て
い
る
。

写真 1 五箇神社

写真 2 大日堂の石仏写真 6 国道八号線より「五箇の森」を望む 写真 4 五箇祭にて神輿を担ぐ様子

写真5 五箇祭の祭衣装（宮荘の普段着） 写真 3 寶光庵、通称大日堂
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二
、
仰お
お

木ぎ

の
杜も
り

不
要
不
急
の
外
出
自
粛
が
叫
ば
れ
る
緊
急
事
態
宣
言
が
全

国
に
発
出
さ
れ
た
の
は
二
〇
二
〇
年
四
月
十
六
日
か
ら
で
あ

る
。
四
月
一
日
に
新
入
生
を
迎
え
る
は
ず
の
、
私
が
勤
務
す

る
成
安
造
形
大
学
の
入
学
式
も
中
止
と
な
り
、
先
の
み
え
な

い
、
相
手
の
み
え
な
い
格
闘
の
時
間
が
始
ま
っ
た
。

そ
の
翌
日
四
月
二
日
か
ら
始
め
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
そ

れ
は
自
身
の
体
力
維
持
と
し
て
課
し
て
い
た
散
歩
で
あ
る
。

自
宅
の
あ
る
「
仰
木
の
里
」
か
ら
一
二
〇
〇
年
以
上
の
歴
史

が
あ
る
と
さ
れ
る
集
落
「
仰
木
」
へ
の
周
回
だ
。
地
域
の
よ

り
ど
こ
ろ
で
あ
る
「
小
椋
神
社
」
を
参
拝
し
、
仰
木
峠
か
ら

続
く
比
叡
山
の
山
容
を
仰
ぎ
見
て
、
棚
田
の
脇
道
を
下
り
つ

つ
琵
琶
湖
を
眺
め
、対
岸
に
そ
び
え
る
三
上
山
を
確
認
し
て
、

帰
途
に
つ
く
コ
ー
ス
で
あ
る
。
四
月
二
日
か
ら
カ
メ
ラ
を
片

手
に
持
ち
、
気
に
な
る
も
の
が
目
に
入
る
と
、
と
に
か
く
撮

影
す
る
こ
と
に
決
め
た
。
そ
れ
は
い
つ
も
見
て
い
る
同
じ
風

景
が
、
何
か
違
う
様
に
見
え
る
気
が
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ま

た
刻
一
刻
と
社
会
状
況
が
変
化
す
る
中
、
自
身
の
モ
ヤ
モ
ヤ

す
る
気
持
ち
や
言
葉
で
表
せ
な
い
心
境
、
感
覚
を
何
ら
か
の

方
法
で
記
録
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

更
に
、
こ
の
文
章
は
そ
れ
か
ら
約
一
ヶ
月
経
っ
た
五
月
三

日
に
記
す
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
は
小
椋
神
社
例
祭
、
泥
田
祭

（
仰
木
祭
）
の
本
祭
当
日
で
あ
り
、
五
基
の
神
輿
が
集
落
を

練
り
回
る
。
そ
れ
は
仰
木
の
集
落
が
一
年
で
一
番
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
放
つ
ハ
レ
の
日
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

二
〇
二
〇
年
の
当
日
、
い
つ
も
通
り
の
周
回
コ
ー
ス
の
散

歩
に
出
た
。
例
祭
は
神
事
の
み
が
執
り
行
わ
れ
た
ら
し
く
、

い
つ
も
と
変
わ
り
な
い
穏
や
か
な
仰
木
の
風
景
が
そ
こ
に
あ

り
、
例
年
の
賑
わ
い
は
な
か
っ
た
。
私
が
決
ま
っ
て
祭
り
を

堪
能
す
る
場
所
が
あ
る
の
だ
が
、
今
年
も
行
っ
て
み
た
。
そ

れ
は
小
椋
神
社
か
ら
参
道
を
通
っ
て
一
の
鳥
居
ま
で
の
間

に
、
奥
宮
で
あ
る
滝
壺
神
社
へ
向
か
う
闇く

ら
お
か
み
の
か
み

龗
神
参
道
と
交

差
す
る
場
所
が
あ
る
。
そ
の
角
地
に
ひ
っ
そ
り
と
佇
む
小
さ

な
杜
の
辺
り
が
そ
の
場
所
だ
。
い
つ
も
み
て
い
る
田
園
風
景

に
ポ
ツ
リ
と
浮
か
ぶ
小
さ
な
杜
、
山や

ま

地ち

神
社
を
紹
介
し
た
い

（
写
真
9
・
10
）。

杜
の
敷
地
は
、
十
メ
ー
ト
ル
四
方
あ
ろ
う
か
、
そ
こ
に
数

本
の
木
々
が
祠
を
覆
い
囲
む
様
に
あ
り
、
小
椋
神
社
参
道
に

面
し
て
石
の
鳥
居
が
建
っ
て
い
る
。
中
を
覗
く
と
小
さ
な
祠

と
青
々
と
茂
る
苔
庭
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
（
写
真
11
）。

周
囲
に
は
お
地
蔵
さ
ん
が
並
び
、
い
つ
も
野
花
が
添
え
ら
れ

る
何
と
も
愛
ら
し
い
杜
、
祭
神
は
弁べ

ん
の
な
い内

侍し

で
あ
る
。
新
修

大
津
市
史
に
よ
る
と
、
弁
内
侍
は
、
似
絵
の
名
手
藤
原
信
実

の
娘
で
、
鎌
倉
時
代
中
期
の
女
流
歌
人
と
あ
る
。
後
深
草
天

皇
（
在
位
一
二
四
六
〜
五
九
年
）
の
側
近
の
女
官
（
内
侍
）

と
し
て
仕
え
、
正
元
元
年
（
一
二
五
九
）
天
皇
の
譲
位
と
と

も
に
職
を
退
き
、
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
妹
の
死
に
あ
っ

て
出
家
し
た
。
そ
の
後
、
父
と
姉
と
も
死
別
し
、
仰
木
の
山

里
で
静
か
に
晩
年
を
送
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

長
年
、
こ
の
杜
の
守
り
を
し
て
き
た
伊い

藤と
う

士し

良ろ
う

さ
ん
に
お

話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
（
写
真
12
）。
地
元
で
は
こ
の
杜

を
「
針
の
宮
（
針
殿
）」「
ツ
○
ボ
の
宮
」
と
呼
ん
で
い
る
そ

う
だ
。
針
の
宮
は
弁
内
侍
が
針
仕
事
に
長
け
て
い
た
と
い
わ

れ
、
仏
道
修
行
の
た
め
仏
像
を
刺
繍
し
て
い
た
と
伝
わ
っ
て

い
る
。
杜
の
前
の
坂
道
（
小
椋
神
社
参
道
）
は
ハ
ン
ド
ロ
坂

と
呼
ば
れ
、
針
殿
坂
が
な
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
写
真

13
・
14
）。
次
に
ツ
○
ボ
の
宮
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
局
の
宮

が
な
ま
っ
た
か
、
あ
る
い
は
弁
内
侍
が
仏
道
修
行
に
没
頭
す

る
あ
ま
り
、
村
人
が
何
か
言
い
寄
っ
て
も
聞
く
耳
を
持
た
な

か
っ
た
と
推
測
す
る
こ
と
も
で
き
る
。「
今
で
は
そ
ん
な
ふ

う
に
呼
ぶ
人
も
減
っ
て
し
も
た
け
ど
な
あ
…
。」
と
伊
藤
さ

ん
。「
こ
の
裏
手
に
笄

こ
う
が
い

塚づ
か

が
あ
る
ん
や
け
ど
な
！
」
と
、

集
落
か
ら
農
地
へ
抜
け
る
小
道
の
途
中
に
そ
れ
は
存
在
す
る

（
写
真
15
）。「
こ
れ
も
山
地
神
社
と
地
続
き
な
ん
や
」
と
話

さ
れ
た
。
笄
塚
は
弁
内
侍
が
櫛
や
笄
を
埋
め
た
と
さ
れ
、
毎

写真 8 宮荘の人
（右：高田勇さん、左：諏訪一男さん）

写真 7 
左： 「先人・悠久のあゆみ宮荘町歴史

（誌）年表」
右： 歴史誌「鎮守の神様　五箇神社

の歴史（誌）と宝物」
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年
三
月
十
五
日
に
内
侍
を
供
養
す
る
祭
り
が
地
元
の
方
々
に

よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
、
更
に
針
供
養
も
あ
り
、

使
え
な
く
な
っ
た
針
を
蒟
蒻
に
刺
し
て
祀
ら
れ
る
そ
う
だ
。

供
養
の
時
こ
そ
、
柔
ら
か
い
と
こ
ろ
に
刺
し
て
祀
る
の
で
あ

ろ
う
か
、
日
吉
大
社
で
料
理
人
に
よ
っ
て
執
り
行
う
包
丁
祭

の
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
こ
こ
で
も
人
々
の
暮
ら
し
、
生
業

を
支
え
る
道
具
へ
の
「
畏
敬
の
念
」
が
、
弁
内
侍
の
伝
承
を

通
し
て
今
日
も
持
続
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
山
地
神
社
の
名
称
に
つ
い
て
で
あ
る
が
そ
の
詳
細

は
わ
か
ら
な
い
。
伊
藤
さ
ん
が
山
地
神
社
の
お
世
話
を
す
る

様
に
な
っ
た
の
は
戦
後
、
杜
の
隣
地
に
住
む
こ
と
に
な
っ
て

か
ら
の
こ
と
だ
そ
う
だ
。
そ
れ
ま
で
は
藪
が
生
茂
る
杜
で
あ

り
、
笄
塚
と
山
地
神
社
は
小
道
で
繋
が
っ
て
い
た
様
だ
。
ま

た
そ
の
路
は
奥
宮
の
滝
壺
神
社
へ
と
通
じ
る
参
道
で
あ
り
、

豊
か
な
水
を
仰
木
に
注
ぐ
谷
筋
の
水
路
と
並
行
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
推
察
す
る
と
奥
宮
へ
続
く
山
路
、

山
地
と
里
宮
（
小
椋
神
社
）
の
参
道
が
交
わ
り
、
こ
の
角
地

が
奥
宮
を
指
し
示
す
場
と
し
て
、
こ
の
名
が
付
い
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
（
写
真
16
）。

仰
木
は
奈
良
期
、
大
津
遷
都
の
際
に
伽
太
夫
仙
人
が
開
村

し
た
伝
承
に
始
ま
り
、
平
安
期
に
は
清
和
源
氏
の
礎
、
多
田

満
仲
を
摂
津
国
よ
り
迎
え
入
れ
た
伝
承
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は

仰
木
祭
り
を
通
し
て
後
世
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
。
集
落
の

存
続
は
絶
え
ず
客
人
を
招
き
入
れ
、
少
し
ず
つ
変
化
し
な
が

ら
経
済
、
文
化
を
持
続
し
て
き
た
の
だ
。

今
、
世
界
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
俯
瞰
す
る
こ
と
は
困

難
を
極
め
る
。
資
本
主
義
競
争
を
激
走
し
て
き
た
社
会
は
、

今
こ
そ
自
国
を
優
位
に
す
る
の
で
は
な
く
、
分
か
ち
合
い
、

カ
バ
ー
し
あ
う
考
え
方
が
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
本
来
共
存
し
、
い
つ
の
時
代
も
絶
え

ず
横
に
い
た
は
ず
の
存
在
（
疫
病
）
が
教
え
て
く
れ
た
と
考

え
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
い
つ
の
間
に
か
我
々
が
外
部
に
し

て
し
ま
っ
て
い
た
こ
れ
ら
と
共
に
生
き
て
い
く
べ
き
な
の
か

も
し
れ
な
い
。

親
し
み
を
込
め
た
名
前
で
呼
ば
れ
て
き
た
「
仰
木
の
杜
」

は
そ
の
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

三
、
仰
木
の
学
生

二
〇
二
〇
年
五
月
二
十
日
か
ら
漸
く
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

の
で
き
た
前
期
授
業
は
八
月
五
日
を
最
終
日
と
し
て
無
事
終

え
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
様
な
「
無
事
終
え
る
こ
と
…
」

と
い
っ
た
感
じ
に
な
っ
た
こ
と
は
恐
ら
く
初
め
て
で
あ
ろ

う
。五
月
の
終
わ
り
ま
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
、六
月
に
入
っ

て
対
面
授
業
を
恐
る
恐
る
始
め
、
七
月
か
ら
は
地
域
実
践
領

域
一
年
演
習
授
業
の
メ
イ
ン
で
あ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
授

業
に
入
っ
た
。

写真 16  小椋神社参道と奥宮への参道
がポイント（右が山地神社）

写真 10 仰木の杜「山地神社」2

写真 11 山地神社の鳥居と祠

写真 14  ハンドロ坂より山地神社を望
む（奥：小椋神社鳥居）

写真 13 ハンドロ坂（小椋神社参道）写真 15 農地へと抜ける道沿いにある笄塚

写真 9 仰木の杜「山地神社」1

写真12 伊藤士良さん（山地神社の前にて）
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「
三
密
」
を
避
け
る
こ
と
の
困
難
さ
は
現
在
も
日
々
奮
闘

中
で
あ
る
が
、
こ
の
「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
い
ち
早
く
慣

れ
る
こ
と
に
舵
を
切
っ
た
。
毎
朝
の
検
温
と
携
帯
用
消
毒
ス

プ
レ
ー
を
常
時
所
持
す
る
こ
と
、
マ
ス
ク
の
着
用
は
当
然
で

あ
る
が
普
段
の
自
分
の
行
動
を
記
録
す
る
こ
と
で
自
身
を
管

理
し
て
い
く
。
ま
た
危
険
を
感
じ
た
ら
躊
躇
な
く
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
に
戻
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
継
続
で
き
る
状

況
を
つ
く
る
こ
と
、
そ
れ
が
我
々
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
研

究
持
続
で
あ
り
、「
新
し
い
生
活
様
式
」
な
の
だ
。

七
月
に
入
っ
て
本
来
な
ら
四
月
下
旬
か
ら
進
め
る
大
学
の

近
隣
「
仰
木
」
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
授
業
を
始
め
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
こ
で
の
目
的
は
地
域
を
知
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

魅
力
を
見
つ
け
出
し
発
表
す
る
こ
と
に
あ
る
。
学
生
達
は
こ

れ
ま
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
て
、
自
身
の
地
元
の
魅
力
、

気
付
き
の
紹
介
を
試
み
て
き
た
。
こ
こ
で
同
じ
志
を
持
つ
学

生
と
対
面
し
、
リ
ア
ル
な
体
験
が
始
ま
っ
て
い
く
。
そ
こ
で

彼
ら
が
目
に
し
た
魅
力
や
気
付
き
、
新
た
に
感
じ
た
自
身
の

こ
と
を
書
き
記
し
た
い
と
思
う
。

七
月
一
日
、
梅
雨
に
入
り
予
期
せ
ぬ
集
中
豪
雨
が
続
く
最

中
、
こ
の
日
は
快
晴
で
あ
る
。
グ
ル
ー
プ
を
分
け
な
が
ら
、

前
述
し
た
私
が
毎
日
行
く
仰
木
周
回
コ
ー
ス
を
歩
い
た
。
新

興
住
宅
地
の
仰
木
の
里
か
ら
仰
木
へ
と
抜
け
る
棚
田
が
広
が

る
場
所
で
は
、「
や
っ
と
始
ま
っ
た
！
」
な
ど
の
言
葉
が
自

然
と
学
生
か
ら
溢
れ
出
た
。
小
椋
神
社
で
は
年
に
二
回
、
六

月
の
終
わ
り
と
大
晦
日
に
執
り
行
う
「
茅
の
輪
く
ぐ
り
」
を

目
に
す
る
。
初
耳
の
学
生
、
初
め
て
目
に
す
る
学
生
に
対
し
、

「
茅
」
が
し
め
縄
に
使
わ
れ
る
こ
と
、
神
聖
な
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
、
無
病
息
災
、
疫
病
退
散
を
祈
願
す
る
意
を
伝
え
、
八

の
字
を
描
く
様
に
く
ぐ
り
抜
け
る
こ
と
な
ど
を
伝
え
る
と
、

即
、
列
を
組
み
な
が
ら
「
祓
い
の
儀
」
が
始
ま
っ
た
。
例
年

の
四
月
授
業
で
は
味
わ
え
な
い
光
景
で
あ
る
（
写
真
17
）。

次
に
「
仰
木
」
の
暮
ら
し
を
少
し
体
験
す
る
た
め
、
上
仰

木
に
位
置
す
る
上こ

う
さ
か坂

達た
つ

雄お

さ
ん
宅
に
向
か
う
。
こ
こ
で
は
例

年
、
農
村
の
暮
ら
し
、
比
叡
山
と
の
関
係
、
信
仰
、
年
中
行

事
、
祭
り
な
ど
の
話
を
聴
き
な
が
ら
「
出
会
い
と
学
び
」
の

ス
タ
ー
ト
を
祈
念
す
る
「
ハ
レ
ノ
ヒ
料
理
」
を
振
る
舞
っ
て

も
ら
い
、
食
と
暮
ら
し
、
信
仰
が
一
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と

を
、
洗
礼
を
受
け
る
か
の
如
く
、
体
験
を
通
し
て
学
ん
で
い

る
。「
納
豆
餅
」「
鮒
鮨
」「
鳥
す
き
焼
き
（
四
つ
足
の
動
物

を
殺
生
し
な
い
）」
を
皆
で
囲
み
な
が
ら
学
生
の
出
身
地
と

の
違
い
を
話
し
合
う
時
間
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
今
年
は
自

粛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
代
わ
り
に
上
坂
さ
ん
か
ら
「
納

豆
餅
と
草
餅
」
を
お
土
産
と
し
て
用
意
し
て
い
た
だ
い
た

（
写
真
18
）。

さ
て
こ
こ
か
ら
は
、
四
週
間
に
渡
っ
て
「
地
域
の
気
付
き

と
魅
力
探
し
」
の
中
か
ら
学
生
が
見
つ
け
出
し
た
魅
力
を
紹

介
し
た
い
。

・
仰
木
の
坂
道
（
写
真
19
）

仰
木
は
馬
の
背
と
呼
ば
れ
る
尾
根
道
添
い
に
向
か
い
合
う

様
に
集
落
が
立
ち
並
ん
で
い
る
。
そ
の
尾
根
道
か
ら
南
側
の

斜
面
を
降
り
る
と
、
地
形
に
従
う
様
に
路
地
道
（
坂
道
）
が

幾
重
に
も
絡
み
合
っ
て
い
る
。
岡
山
出
身
の
学
生
は
坂
道
の

景
観
で
有
名
な
尾
道
と
比
較
し
な
が
ら
、
暮
ら
し
と
共
に
あ

る
仰
木
の
坂
道
に
着
目
し
た
。
年
季
の
入
っ
た
鉄
製
の
手
す

り
や
坂
道
の
景
観
を
形
成
す
る
石
垣
に
も
注
目
し
な
が
ら
遠

く
に
見
え
る
琵
琶
湖
、
開
け
た
空
の
そ
の
光
景
の
魅
力
に
取

り
憑
か
れ
て
い
る
。

・
謎
の
神
社
（
写
真
20
・
21
）

沖
縄
出
身
の
学
生
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
あ
る
小
さ
な
神
社

や
祠
の
多
さ
に
驚
き
を
隠
せ
な
い
様
だ
。
地
図
に
記
載
さ
れ

て
い
な
い
稲
荷
、
弁
天
、
地
蔵
な
ど
神
仏
問
わ
ず
様
々
な
地

域
の
拠
り
所
に
気
付
い
た
。
稲
荷
や
弁
天
が
祀
ら
れ
る
意
味

と
地
域
の
生
業
と
の
関
係
を
見
な
が
ら
、
祠
の
横
に
石
で
彫

刻
さ
れ
た
由
緒
書
に
気
付
き
、
次
へ
の
問
い
を
自
ら
導
き
出

し
て
い
る
。

・
く
ね
く
ね
道
と
ま
っ
す
ぐ
道
（
写
真
22
・
23
）

社
会
人
と
し
て
の
生
活
に
区
切
り
を
つ
け
、
地
域
へ
眼
差

し
を
向
け
る
こ
と
か
ら
学
び
直
す
学
生
は
、
く
ね
く
ね
と
棚

田
に
沿
っ
て
曲
が
る
道
と
谷
間
の
田
畑
を
貫
く
一
本
の
ま
っ

す
ぐ
な
道
に
気
付
く
。
現
地
の
人
に
声
を
か
け
聞
き
取
り
を

す
る
と
、前
者
は
祭
り
の
還
御
道
、後
者
は
圃
場
整
備
に
よ
っ

て
出
来
た
道
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
同
じ
田
畑
の
景
観
か
ら

対
象
的
な
風
景
に
着
目
し
、
そ
の
意
味
や
背
景
を
知
る
。

・
郵
便
ポ
ス
ト
と
繋
が
り
（
写
真
24
）

高
知
出
身
の
学
生
は
平
尾
地
区
の
日
常
の
暮
ら
し
に
焦
点

を
当
て
る
。
道
沿
い
の
綺
麗
に
整
え
ら
れ
た
生
垣
に
心
奪
わ

れ
つ
つ
も
キ
チ
ン
と
据
え
ら
れ
た
赤
い
郵
便
ポ
ス
ト
を
発
見

す
る
。
一
見
静
か
な
風
景
に
感
じ
る
が
郵
便
ポ
ス
ト
に
回
覧
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板
が
入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
地
域
の
人
た
ち
の
つ
な
が
り
を

想
像
し
、
ご
近
所
付
き
合
い
の
あ
る
温
か
み
を
魅
力
と
し
て

表
現
し
て
い
る
。

・
覗
く
学
生
（
六
躰
地
蔵
尊
）（
写
真
25
）

比
叡
山
の
麓
、
上
仰
木
の
集
落
が
終
わ
る
と
こ
ろ
に
六
躰

地
蔵
尊
の
お
堂
が
あ
る
。
恵
心
僧
都
源
信
作
と
伝
わ
る
六
体

の
地
蔵
を
掘
り
込
ん
だ
石
仏
が
お
堂
の
中
に
鎮
座
し
て
い

る
。
お
堂
の
隙
間
か
ら
同
行
し
た
学
生
が
そ
れ
を
見
て
い
る

様
子
。
し
ば
ら
く
す
る
と
目
が
暗
さ
に
慣
れ
て
き
た
の
か
？　

「
真
ん
中
に
阿
弥
陀
さ
ん
が
お
る
で
！
」
と
気
付
く
、
そ
の

真
剣
に
確
認
す
る
眼
差
し
を
少
し
離
れ
た
位
置
か
ら
捉
え
る

滋
賀
県
水
口
出
身
の
学
生
。

彼
ら
は
、
対
面
授
業
が
で
き
る
喜
び
を
噛
み
し
め
つ
つ
、

は
じ
め
て
出
会
い
、
こ
れ
か
ら
の
学
び
の
同
志
で
あ
り
ラ
イ

バ
ル
に
な
る
で
あ
ろ
う
相
手
と
新
し
い
土
地
で
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
場
所
か
ら
同

じ
目
的
で
集
ま
り
、
仰

木
を
歩
く
こ
と
か
ら
学

び
が
始
ま
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
を
正
面
か
ら

経
験
し
、
大
き
く
変
わ

り
ゆ
く
社
会
、
地
域
、

自
身
の
あ
り
方
に
向
き

合
い
な
が
ら
新
し
い
生

き
方
を
導
き
出
し
て
い

く
の
だ
。

最
終
日
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
再
び
オ
ン
ラ
イ
ン
の

授
業
と
な
っ
た
が
、
そ
こ
で
自
ら
の
意
見
を
発
表
す
る
彼
ら

は
「
仰
木
の
学
生
」
に
な
っ
て
い
た
。

追
記二

〇
一
六
年
十
二
月
よ
り
滋
賀
県
文
化
振
興
事
業
団

（
二
〇
一
七
年
四
月
よ
り
び
わ
湖
芸
術
文
化
財
団
）
が
発
行

す
る
「
湖
国
と
文
化
」
に
“
近
江
の
懐
”
と
題
し
て
近
江
の

宿
場
町
に
お
け
る
も
の
づ
く
り
や
そ
こ
で
育
ま
れ
た
精
神

性
、
次
世
代
に
つ
な
げ
る
新
た
な
る
価
値
を
写
真
と
文
で
紹

介
す
る
機
会
を
あ
た
え
ら
れ
た
。
二
〇
二
一
年
一
月
現
在
ま

で
十
五
回
の
連
載
が
継
続
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
二
〇
年
一
月

よ
り
二
〇
二
〇
年
八
月
ま
で
（
二
〇
二
〇
年
十
月
は
休
み
）

の
第
十
三
回
か
ら
第
十
五
回
ま
で
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
文
を
可
能

な
限
り
残
し
、
近
江
学
研
究
所
紀
要
と
し
て
再
編
集
し
た
。

紀
要
の
冒
頭
は
、
二
〇
二
〇
年
全
世
界
に
拡
大
し
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
下
で
私
自
身
が
そ
の
瞬
間

に
感
じ
取
り
、
行
動
に
起
こ
し
た
記
録
を
で
き
る
限
り
の
冷 写真 25 覗く学生（六躰地蔵尊、実際

は格子戸に顔をつけている。）

写真 24 郵便ポストと繋がり（実際は回覧板が入っている。）

写真 22 くねくね道とまっすぐ道 1 写真 20 謎の神社

写真 19 仰木の坂道

写真 18 上坂達雄さん宅で仰木の暮らしについて学ぶ

写真 17 小椋神社にて茅の輪くぐりをする学生

写真 21 謎の神社と由緒書写真 23 くねくね道とまっすぐ道 2
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静
さ
を
保
ち
な
が
ら
書
き
記
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
生
活
が
手
探
り
で
始
ま
り
な
が
ら
も
自
身
の

感
染
に
対
す
る
不
安
は
現
在
も
払
拭
で
き
な
い
状
況
で
あ

る
。
ま
た
自
身
が
行
動
す
る
こ
と
で
他
者
へ
の
感
染
を
広
げ

る
か
も
し
れ
な
い
不
安
も
あ
る
。
様
々
な
工
夫
を
し
な
が
ら

の
生
活
が
始
ま
っ
た
中
、
自
身
が
始
め
た
こ
と
を
一
つ
紹
介

し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
二
〇
一
七
年
頃
か
ら
少
し
ず
つ
始

め
て
い
た
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
で
め
ぐ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で

あ
る
。
琵
琶
湖
を
擁
す
る
近
江
（
滋
賀
県
）
は
昨
今
「
ビ
ワ

イ
チ
」
と
称
し
て
、
自
転
車
で
琵
琶
湖
を
一
周
す
る
試
み
が

盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
行
動
自
粛
を
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
り
、
人
と
の
接
触
を
極
力
抑
え
た
い
状
況
下
に
お
い
て
、

ロ
ー
ド
バ
イ
ク
に
乗
る
こ
と
は
そ
の
ス
ト
レ
ス
を
解
消
さ
せ

て
く
れ
る
。
以
前
に
も
増
し
て
自
身
の
健
康
管
理
に
対
す
る

意
識
は
高
ま
り
日
頃
か
ら
の
体
調
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
欠
か
せ

な
い
も
の
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
毎
朝
の
検
温
の
習
慣
が
つ

い
た
こ
と
で
、
平
熱
が
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
を
知
る
こ
と

に
な
っ
た
。
春
の
緊
急
事
態
宣
言
下
で
散
歩
が
日
課
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
毎
日
身
体
を
動
か
す
習
慣
が
つ
い
て
き
て
い

る
。
そ
の
延
長
で
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
サ
イ
ク
リ
ン
グ

す
る
習
慣
に
つ
な
が
っ
て
き
た
か
も
し
れ
な
い
。
毎
日
二
十

分
の
仰
木
周
回
コ
ー
ス
か
ら
一
時
間
の
湖
西
地
域
周
回
コ
ー

ス
に
な
り
、
登
れ
な
か
っ
た
坂
道
が
登
れ
る
よ
う
に
な
る
。

同
時
に
心
拍
数
に
気
を
配
る
よ
う
に
な
り
、
効
率
良
い
ケ
イ

デ
ン
ス
（
一
分
間
の
ク
ラ
ン
ク
回
転
数
）
を
一
定
に
キ
ー
プ

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
し
て
持
久
力
を
高
め
る
こ

と
で
免
疫
力
が
高
ま
り
自
身
の
体
力
も
安
定
に
繋
が
る
と
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
る
。
何
よ
り
自
身
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
ペ
ー
ス

で
、
活
動
や
行
動
を
起
こ
す
表
現
の
原
点
に
立
ち
返
っ
て
い

る
様
に
思
え
る
の
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
は
感
染
の
恐
怖
の
み
な
ら

ず
自
身
を
見
つ
め
直
す
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る
。
反
面
こ
れ

ま
で
大
切
に
し
て
き
た
対
話
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

や
り
づ
ら
く
な
っ
た
。
マ
ス
ク
を
し
て
い
な
い
人
、
大
声
で

楽
し
げ
に
お
し
ゃ
べ
り
す
る
人
な
ど
を
見
か
け
る
と
つ
い
注

意
し
た
く
な
る
の
は
私
だ
け
で
あ
ろ
う
か
？　

こ
れ
ま
で
な

ん
と
も
思
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
敏
感
に
反
応
し
て
し
ま

う
様
に
な
っ
た
。
そ
し
て
感
染
状
況
が
収
ま
ら
な
い
こ
と
に

対
し
、
他
の
誰
か
を
矛
先
に
し
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
だ
ろ

う
か
？　

二
〇
二
〇
年
の
「
近
江
の
懐
め
ぐ
り
」
は
制
限
さ

れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
こ
と
に
気
付
か
さ
せ
て
く
れ
て
い

る
。そ

し
て
「
近
江
の
懐
」
は
人
間
が
肉
体
と
精
神
の
バ
ラ
ン

ス
を
「
回
復
」
し
て
い
こ
う
と
す
る
姿
を
注
視
し
て
い
る
様

に
思
う
。
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編
集
後
記

一
年
前
の
前
号
の
編
集
後
記
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行

の
ニ
ュ
ー
ス
が
連
日
報
道
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
書
い
て
い
ま
し
た
。

今
も
状
況
は
好
転
す
る
こ
と
な
く
、
日
々
、
グ
ラ
フ
や
映
像
で
視
覚

化
さ
れ
た
目
に
見
え
な
い
も
の
の
脅
威
に
対
し
て
新
し
い
生
活
様
式

を
実
践
し
な
が
ら
コ
ロ
ナ
後
の
未
来
を
模
索
し
て
い
ま
す
。
人
と
の

距
離
を
と
り
、
マ
ス
ク
で
表
情
も
読
み
取
り
に
く
い
、
そ
れ
だ
け
で

も
日
常
の
暮
ら
し
や
ハ
レ
の
日
、
お
祭
り
や
行
事
に
多
大
な
影
響
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
一
年
間
は
日
常
を
自
粛
し
、
ハ
レ
の
日
の
多
く
が

縮
小
や
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
の
文
化
が
凝
縮
さ
れ
継
承
さ
れ

て
き
た
ハ
レ
の
日
の
「
か
た
ち
」
や
暮
ら
し
の
「
か
た
ち
」、「
ハ
レ

と
ケ
」
の
あ
り
よ
う
が
今
後
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
の
か
大
変

気
が
か
り
で
す
。

本
紀
要
で
は
客
員
研
究
員
と
本
学
研
究
員
か
ら
の
論
考
三
編
を
掲

載
し
ま
す
。

髙
梨
客
員
研
究
員
か
ら
は
、
愛
知
郡
愛
荘
町
・
常
照
庵
の
木
造
不

動
明
王
二
童
子
像
の
調
査
報
告
を
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
加

藤
研
究
員
の
論
考
は
、
大
津
市
真
野
北
村
地
区
に
今
も
続
く
庚
申
講

の
調
査
に
つ
い
て
、
庚
申
信
仰
と
三
井
寺
や
大
津
絵
と
の
関
わ
り
な

ど
に
も
触
れ
、地
縁
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
意
義
を
考
察
し
て
い
ま
す
。

石
川
研
究
員
は
、
東
近
江
市
五
個
荘
の
宮
荘
の
取
材
と
大
学
近
郊
の

大
津
市
仰
木
の
取
材
お
よ
び
学
生
と
の
活
動
に
つ
い
て
「
近
江
の
懐

を
め
ぐ
る
4
」
と
い
う
か
た
ち
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
近
江
学
の
講

座
は
こ
の
一
年
間
す
べ
て
中
止
と
な
っ
た
た
め
、「
講
座
の
報
告
」

は
あ
り
ま
せ
ん
。
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